
1111
［1313］

人権啓発事業 人権課 1

1112
［1314］

人権教育・啓発推進事業 人権課 2

1113
配偶者等からの暴力等の女性に対するあらゆる暴力の
問題についての啓発

協働・男女参画課 3

1114DV・デートDV啓発講座の実施 ○ 協働・男女参画課 4

1115デートDV防止に向けた啓発 ○ 学校教育課 5

1116関係諸機関による連携会議の開催 協働・男女参画課 6

1117尼崎市要保護児童対策地域協議会の実施 生活支援相談課 7

1121
セクシュアル・ハラスメントをはじめとする様々な
ハラスメントの防止対策

協働・男女参画課 8

1122セクシュアル・ハラスメント防止対策 人事課 9

1123セクシュアル・ハラスメント防止対策 職員課 10

1131婦人相談員による相談の実施 ○ 生活支援相談課 11
1132
［4231］
［4323］

女性センターにおける相談の充実 協働・男女参画課 12

1133母子生活支援施設の充実 こども家庭支援課 13
1134
［1411］

母子自立支援員による就労等の支援 こども家庭支援課 14

1135市営住宅への優先入居の実施（DV被害者世帯等） 住宅管理担当 15

1211表現ガイドラインの活用推進 協働・男女参画課 16

1212広報媒体における「男女表現ガイドライン」の活用 魅力発信・報道担
当 17

② メディアリテラシーの普及 1221メディアリテラシーの普及 協働・男女参画課 18
都市魅力創造発信
課
魅力発信・報道担
当

1312外国語での広報の推進 ○ 魅力発信・報道担
当 20

1313
［1111］

人権啓発事業（再掲） 人権課 26

1314
［1112］

人権教育・啓発推進事業（再掲） 人権課 27

1315外国語での男女共同参画関連情報の提供 協働・男女参画課 28

協働・男女参画課

人権課

方針 施策の方向 事業番号 事業名

(3)

重点
国籍や性に
とらわれない
人権の尊重

女性への暴力を許さない社会づ
くり

重点
女性に対するあらゆ
る暴力の根絶と自立
支援 ②

セクシュアル・ハラスメント等の
防止対策の推進

③
被害者に対する相談・保護の充
実と自立支援

ページ
指摘事項

課名
Ｈ２６

①

①
広報、出版物等におけるガイドラ
インの活用推進

1
男
女
の
人
権
の
尊
重
と
暴
力
の
根
絶

(2)
重点
メディアにおける
女性の人権尊重

(1)

②

①

性的マイノリティに対する理解の
浸透

多分化共生の視点に立った人権
の尊重

第２次尼崎市男女共同参画計画　平成26年度実施状況調査結果　　事業別シート（目次）

基本
目標

1311外国籍市民に対する情報提供のための支援

1321性的マイノリティの理解のための啓発

○ 19

29
人権課

1322性別表記の見直し 情報活用・公開担当 30
1411
[1134]

母子自立支援員による就労等の支援（再掲） こども家庭支援課 31

1412母子家庭自立支援給付金事業 こども家庭支援課 32

1413市営住宅への優先入居の実施（母子・父子世帯等） 住宅管理担当 33

保育課

こども家庭支援課

②
母子家庭の自立促進のための
拠点づくり

1421母子生活支援施設の充実 こども家庭支援課 35

1511
[4151]

「尼崎市障害者計画・障害福祉計画」の推進 障害福祉課 36

1512高齢者の雇用 しごと支援課 37

1513老人福祉センター事業 高齢介護課 38

1514成年後見制度利用支援事業 生活支援相談課 39

1521住宅改造支援 高齢介護課 40

1522リハビリ訓練指導・学級、難病相談事業 健康増進課
保健センター 41

1523高齢者等の総合相談・支援事業、権利擁護事業 高齢介護課 42

(6)国際的連帯の推進 ①
男女共同参画に関する国際的な
情報の収集・提供

1611諸外国の情報収集、提供 協働・男女参画課 43

絶

(4)
ひとり親家庭などの
福祉の増進

(5)
障害者・高齢者
福祉の充実

障害者・高齢者の在宅生活継続
の支援

②

②

① 障害者・高齢者の生活自立支援

浸透

①
母子・父子家庭の自立と福祉の
増進

1414
[4141] 34多様な保育サービスの充実



方針 施策の方向 事業番号 事業名 ページ
指摘事項

課名
Ｈ２６

第２次尼崎市男女共同参画計画　平成26年度実施状況調査結果　　事業別シート（目次）

基本
目標

2111教職員研修の充実 教育総合センター 44

2112保育士研修の実施 保育指導担当 45,46

2121男女共生教育の推進 学校教育課 47

2122女子生徒の理工系分野への進学支援を含む進路指導の充実 ○ 学校教育課 54

2123男女共同参画の視点に立った情報教育の推進 教育総合センター 55

③ 地域や家庭との連携強化 2131地域や家庭に対する啓発活動の充実 ○ 学校教育課 56

魅力発信報道担当

協働・男女参画課

2212男女共同参画情報誌の発行・ホームページの充実 協働・男女参画課 60

協働・男女参画課

中央公民館

市民活動推進担当
（地区会館）
人権課（総合セン
ター）

2222託児ボランティア制度の推進 協働・男女参画課 64

2223講座時の一時保育の実施 魅力発信報道担当 65

協働・男女参画課

中央公民館

市民活動推進担当
（地区会館）

人権課（総合セン
ター）

2241男女共同参画に関する図書・資料の収集・提供 協働・男女参画課 68

2242図書館での情報提供 ○ 中央図書館 69

⑤
女性団体・グループの支援とネッ
トワークの推進

2251
[3232]

男女共同参画を推進する団体・グループの支援と連携の推進 協働・男女参画課 70

⑥
男女共同参画に関する人権侵
害への対応

2261申出処理制度の運営 協働・男女参画課 71

人事課

協働・男女参画課

3121性別にとらわれない職域の拡大 人事課 73

④
男女共同参画に関する情報資
料の収集・提供

②
男女共同参画に関する学習活
動の充実

② 学校教育における慣行の是正

教職員等の意識と指導力の向
上

①

2
社
会
の
制
度
・
慣
行
等
の
見
直
し

重点

3
政

(2)
重点

社会における
男女共同参画の推進

(1)
重点
学校等における
男女共同参画の推進

2211

2221 ○

2231 ○

3111①
すべての審議会などへの女性委

員の登用推進

男女共同参画に関する広報啓
発の充実

①
市報、市政ＴＶ、ＦＭ放送による広報、啓発

男性の意識改革と生活自立③ 男性セミナーの実施

審議会委員への女性の登用の推進

男女共同参画セミナーの実施

66,67

59

61,62

72

3122女性職員の管理職への登用の推進 人事課 78

3123女性教員の管理職への登用の推進 職員課 79

3124「尼崎市特定事業主行動計画」の推進 給与課 80

3131女性職員の能力開発 人材育成担当 84

3132職員研修の実施 人材育成担当 85

3211防火組織の育成 予防課 86

3212消防団活動への女性の参画 消防局企画管理課 89

3213防災・災害復興における男女共同参画 防災対策課 92

3221出前講座の実施 協働・男女参画課 95

協働・男女参画課

市民活動推進担当
関係各課

3231地域の女性団体への支援 社会教育課 99

3232
[2251]

男女共同参画を推進する団体・グループの
支援と連携の推進（再掲）

協働・男女参画課 100

(1)
重点
政策形成への
女性の参画の促進

政
策
や
方
針
の
企
画
・
決
定
に
お
け
る

女
性
の
参
画
拡
大

(2)

重点
社会における女性の
エンパワーメントの促
進

②
企画立案管理部門等への積極
的な女性職員の配置

③
市職員の能力開発と男女共同
参画研修の充実

③
女性が企画するまちづくりの推
進

①

3222

防災・防犯等における男女共同
参画の推進

各種地域団体の意思決定部門
への女性の参画促進

②
○各種地域団体に対する協力依頼 96



方針 施策の方向 事業番号 事業名 ページ
指摘事項

課名
Ｈ２６
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基本
目標

協働・男女参画課

健康増進課

中央公民館

市民活動推進担当
（地区会館）

人権課（総合セン
ター）

こども家庭支援課

健康増進課
保健センター

中央公民館

市民活動推進担当
（地区会館）

人権課（総合セン
ター）

こども家庭支援課

保育指導担当

学校教育課

協働・男女参画課

健康増進課

中央公民館

市民活動推進担当
（地区会館）

人権課（総合セン
ター）

こども家庭支援課

③ 育児・介護休業法の活用促進 4131国・県のパンフレットによる育児・介護休業法の活用促進 しごと支援課 112

保育課

こども家庭支援課

4142ファミリーサポートセンター運営事業 こども家庭支援課 114

4143地域での子育て支援 こども家庭支援課 115

家庭教育に関する学習機会の
提供

④ 保育サービス等の提供

②

多様な保育サービスの充実（再掲）
4141
[1414]

男性のための子育て講座の実施

4121

4122

保育所等における保護者への啓発

子育て家庭に対する啓発

家庭における男女共同参画を推
進するための啓発活動の充実

○

家事・子育て・介護に関する男性対象講座の実施4111 ○

4
ワ
ー

ク
・
ラ
イ

(1)
重点

家庭と仕事の調和の
推進と支援

①

○

4112

101,102

103,104

105

110,111

113

4144すこやかプラザにおける子育て支援事業の充実 こども家庭支援課 116

4145
放課後児童健全育成事業（児童ホーム）
・児童育成環境整備事業（こどもクラブ）の実施

○ 児童課 117

4151
[1511]

「尼崎市障害者計画・障害福祉計画」の推進（再掲） 障害福祉課 118

4152介護保険制度の普及 介護保険事業担当 119

4153介護保険施設の整備 高齢介護課 120

① 事業者の取組みへの支援 4211事業者表彰制度の充実 協働・男女参画課 121

4221国・県のパンフレットの活用等、機会をとらえての啓発 しごと支援課 122

協働・男女参画課

※しごと支援課

4231
［1132］
［4323］

女性センターにおける相談の充実（再掲） 協働・男女参画課 125

4232再就職準備講座での啓発 協働・男女参画課 126

協働・男女参画課

しごと支援課

協働・男女参画課

しごと支援課

4321雇用・就労相談の実施 しごと支援課 129

4322無料職業紹介、労働関係情報の収集・提供 しごと支援課 130

4323
［1132］
［4231］

女性センターにおける相談の充実（再掲） 協働・男女参画課 131

4324女性チャレンジひろば 協働・男女参画課 132

①
市民による地域での男女共同参
画の促進

4411
[4223]

男女共同参画推進員（地域）の活動の促進（再掲） 協働・男女参画課 133

4421ボランティア活動への男性の参加の促進 ○ 福祉課 134

4422地域活動への男性の参加の促進 ○ 市民活動推進担当 135

4431くらしいきいき巡回講座の実施 生活安全課 136

4432環境保全活動における男女共同参画 環境創造課 137

男女共同参画推進員（企業等）の活動の促進

○

職業能力開発の機会の提供と
充実

4311各種資格取得講座の実施

4312再就職支援セミナー

働く男女や企業・事業主・労働団
体に対する啓発

働く女性のための相談の充実と
職業紹介の実施

③
職場におけるセクシュアル・ハラ
スメントの防止啓発

⑤
障害者・高齢者の介護者負担の
軽減

(2)

地域活動における
男女共同参画の促進

②

重点
女性の再就職・
継続就労の支援

重点
男女共同参画に
取り組む事業者の支
援

①

②

地域社会活動等の支援と男性
の参加の促進

③
消費者活動・環境保全活動の推
進

(3)

(4)

②

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
立

4222事業者に対する啓発の実施

128

4223
[4411]

123

124

127

協働・男女参画課



方針 施策の方向 事業番号 事業名 ページ
指摘事項

課名
Ｈ２６
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基本
目標

5111性教育の推進 ○ 学校教育課 138

5112思春期の性に関する心身の悩みの相談 学校教育課 139

5114学校と連携した性教育の実施 ○ 健康増進課
保健センター 144

② 母性保護についての意識啓発 5121
ママやパパのためのマタニティーセミナー
（両親学級）の実施

健康増進課
保健センター 145

①
女性の健康をおびやかす問題に対
する予防・啓発

5211
喫煙・アルコール・薬物・ＨＩＶ/エイズ・性感染症に
関する啓発

保健企画課
感染症対策担当
健康増進課

146

5221
各種教室（思春期・エイズ・禁煙・成人健康）
・保健師の健康相談

健康増進課
感染症対策担当
成人保健担当
保健センター

147

5222妊娠・出産期における健康支援 健康増進課
保健センター 148

5231更年期健康支援
健康増進課
成人保健担当
保健センター

149

5232子宮がん検診・乳がん検診の実施 ○ 保健センター
成人保健担当 150

5233女性の健康についての啓発 協働・男女参画課 151

③
成人期・高齢期等における女性
の健康づくり支援

5
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る

健
康
の
確
保

(2)
女性の一生涯にわた
る
健康の保持増進

(1)

重点
女性の健康と権利
（リプロダクティブ・
ヘルス/ライツ）に
関する意識の浸透

① 学校等における性教育の推進

②
妊娠・出産期における女性の健
康支援

5113有害情報の規制 142,143教育総合センター
青少年課



局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

市民協働局

1111(1313)人権啓発事業

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

１　女性への暴力を許さない社会づくり

参
考

関連する計画

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

○ＦＭスポット放送
　26年6月16日（月）～22日（日）まで1日3回スポット放送　　女性の人権について放送した。

○啓発映画
　「わたしからはじめる人権シリーズ」上映

尼崎市人権教育・啓発推進基本計画

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

今後も、講演会や啓発映画及びラジオ放送等を通じて、DVの未然防止など、女性への暴力を許さない社会作
りに向けた啓発活動に取り組む。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

前年

２５
年度

○ＦＭスポット放送
　26年1月20日（月）～26日（日）まで1日3回スポット放送　　女性の人権について放送した。

○啓発映画
　「家庭の中の人権　生まれ来る子へ」「人権を考える女性と子どもと母親」上映

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

今後も講演会、啓発映画、ラジオ放送を通じて、ＤＶの未然防止など女性への暴力を許さない社会づくりに向けた啓発に取り
組む。

年
度

25年度

下回った

26年度

目標項目

達成
年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

人権講演会、キャンペーン、啓発映画、FM あまがさきスポット放送等を実施し、同和問題をはじめとし、外国人、女性、子ど
も、高齢者、障害のある人、その他様々な人権問題を正しく認識し、人権を尊重する感性や人権感覚が身に付くような事業展
開に努める。

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

方針

1111(1313)事業番号人権課

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援 重点方針

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

事業内容
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

人権課

○人権啓発推進員研修会　１２回/年
　・11/21「ドメスティック・バイオレンスについて」（講師：人権啓発推進企画員　中川喜代子　受講者9人）
　・12/19「ＤＶについてもっと理解するために」（講師：フェミニストカウンセリング神戸　執行照子　受講者10人）

市民協働局 1112(1314)事業番号

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

１　女性への暴力を許さない社会づくり

人権教育・啓発推進事業

今後も人権啓発推進員の会議や研修会において、ＤＶの未然防止など女性への暴力を許さない社会づくりに向けた人権問
題を取り上げ、地域における市民の人権意識の高揚を図るためのリーダーを育成していく。

基本目標

方針

1112(1314)

人権啓発推進員の会議や研修会において、同和問題をはじめとし、外国人、女性、子ども、高齢者、障害のある人、その他
様々な人権問題を取り上げ、学習することで、地域における市民の人権意識の高揚を図るためのリーダーを育成する。

事業内容

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

目標項目

達成
年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

25年度

下回った

26年度

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

　今後も人権啓発推進員の会議や研修会において、DVの未然防止など女性への暴力を許さない社会づくりに
むけた人権問題を取り上げ、地域における市民意識の高揚を図るためのリーダーを育成していく。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

○人権啓発推進員研修会　１２回/年
　・8/7「子どもの貧困と教育」（講師：人権啓発推進企画員・中川喜代子　受講者10人）
　　子どもの貧困と教育を通して、男女の人権について学習した。

○人権啓発推進員会議　６回/年
・地域における人権啓発活動について協議を行った。

参
考

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

尼崎市人権教育・啓発推進基本計画

重点方針

-2-



局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

5講座

参
考

関連する計画

配偶者や恋人・元配偶者や元恋人等からの暴力、性犯罪、売買春、ストーカー行為等の女性に対するあらゆる暴力の問題
について、講座の実施や情報提供により啓発する。さらに、職員対象、関係者対象の研修についても取り組む。

２６
年度

【市民対象】
・「デートDV防止セミナー出前講座事業」を実施。（市内中学校等にトレピエ職員を派遣　受講者のべ1721人
　※若年層を対象としたデートＤＶの啓発）
・「尼崎から問う性暴力被害者支援とは」（講師：田口奈緒、亀岡智美　受講者72人）
【関係者対象】
・「ＤＶ被害に遭った女性のための気づきと回復の講座」開催。（講師：NPO法人フェミニストカウンセリング神戸・スタッフ、受講者の

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

・引き続き、女性に対する暴力の根絶に向けての情報提供、講座の開催等を進める。
・DV被害に遭った女性を対象とした「気づきと回復の講座」は、面接相談、グループ相談と組み合わせることにより、DV被害
者が自尊感情を回復し、今後にむけて踏み出していく助けとなっているので、今後も継続していく。

目標・実績

男女を対象とした事業、女性に限定した事業をその目的にあわせて実施。ジェンダーを強調したイラストなど
は使用しない

市民協働局

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

協働・男女参画課 事業番号

1113

事業内容

事業番号/
事業名

施策の方向 １　女性への暴力を許さない社会づくり

配偶者等からの暴力等の女性に対するあらゆる暴力の問題についての啓発

4講座25年度

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

重点方針方針

下回った 備考

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

実施でき
た

項目に
　

を入れてく
ださい

1113

目標値
達成
年度

（市民対象）年１講座以上 （職員対象）年１講座
（関係者対象）年１講座以上

配偶者等からの暴力等、女性に対するあらゆる暴力の問題についての啓発講座実施数目標項目

26年度
年
度

28

実施内容 （ＤＯ）

達成している

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

・女性への暴力の根絶のため、若年層に対する出前事業を進める。
・DV被害女性のための講座、市民へ向けた事業、相談事業と連携させながら暴力防止の周知に努める。
・行政、民間団体、市民団体と協力しながら多様な事業を実施していく。

前年

２５
年度

年度 ・「ＤＶ被害に遭った女性のための気づきと回復の講座」開催。（講師：NPO法人フェミニストカウンセリング神戸・スタッフ、受講者の
べ107人、対象：DV被害に遭った女性）
・「アートセラピーによる心の解放　秋色コレクション」（講師：掛川るり子、中西伸子他　受講者15人）
【関係者及び職員対象】
・「性暴力の現状と被害者への支援」研修会（講師：田口奈緒　受講者32人）

【市民対象】
・「デートDV防止セミナー出前講座事業」を実施。（市内中学校等にトレピエ職員を派遣　受講者のべ327人
　※若年層を対象としたデートＤＶの啓発）
・「アジアの女性と手をつなぐ・フェアトレード展」開催。（10日間の展示）
・「母親役割と虐待の間」（講師：杉山春　受講者66人）
【関係者対象】
・「ＤＶ被害に遭った女性のための気づきと回復の講座」開催。（講師：NPO法人フェミニストカウンセリング神戸・スタッフ、受講者の
べ109人、対象：DV被害に遭った女性）
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

デートDV防止セミナー出前講座については、定着しつつあるが、実施校はまだ多くないので、今後も教育委員会等と連携し、
実施していく。

26年度

達成している 下回った

デートDV防止セミナー出前講座も回数をかさね定着しつつあり、実施回数も増えてきた。今後も教育委員会等
と連携の上継続実施していく。

ＤＶ・デートＤＶ啓発のための講師派遣回数

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

１　女性への暴力を許さない社会づくり

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

1114

備考

達成
年度

教育委員会と協力の上、継続実施していきます

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

デートＤＶ出前講座等を学校に積極的にはたらきかけ、デートＤＶ防止のための教育を全校で実施されたい。

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

・デートDV防止セミナー出前講座事業
【内容】 尼崎市女性センター・トレピエ「デートDV防止セミナー出前講座事業」
パワーポイント「デートDV～お互いを大切にする関係とは～」を使用した、生徒対象のデートDVの啓発講座
【講師】 尼崎市女性センター・トレピエ　職員
【2013年度実績】 尼崎市市内中学校、小学校、園田学園女子大学にて実施
① 50分講座　対象　大学生　約60人
② 50分講座　対象　育英会役員、教育委員会　約20人
③ 50分講座　対象　中学3年生、保護者　約250人
・市政出前講座
【内容】なくそうＤＶ！　【対象】大庄小学校ＰＴＡ　15人　【講師】尼崎市立女性・勤労婦人センター所長、協働・男女参画課職員

年2回以上

重点方針方針

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票
（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

市民協働局 協働・男女参画課 1114

事業内容

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・デートDV防止セミナー出前講座事業
【内容】 尼崎市女性センター・トレピエ「デートDV防止セミナー出前講座事業」
「デートDV～お互いを大切にする関係とは～」を使用した、生徒対象のデートDVの啓発講座
「なくそうＤＶ！」　ＰＴＡ対象の啓発講座
【講師】 尼崎市女性センター・トレピエ　職員
【2014年度実績】 尼崎市市内中学校、高等学校、大学等にて実施
①　武庫東中学校 生徒、教諭　約230人
②　園田学園女子大学 学生、教諭　約150人
③　小園中学校  生徒、教諭　約300人
④　城内高校  生徒、教諭　約300人
⑤　関西国際大学　学生　約50人 ⑥関西国際大学　　学生　約180人
⑦ 市政出前講座（武庫地区ｵﾋﾟﾆｵﾝﾘｰﾀﾞｰ研修）11人
⑧ 園田学園女子大学  学生　約60人
⑨ 中央中学校 生徒、教諭　約260人
⑩ 園田東中学校生徒、教諭　約180人
 

市内中学校・高校、地域団体・関係団体等に対して講師を派遣し、ＤＶ・デートＤＶについての啓発を行う。

参
考

関連する計画

２６年度に
向けた
方向性

（ＰＬＡＮ） 目標・実績 10回

事業番号

3回28

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

ＤＶ・デートＤＶ啓発講座の実施
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

２６
年度

全小・中学校対象の「こころの教育推進事業」等で、デートＤＶ防止や男女の性差に関する内容の講演会を実施した（小学校１０校、
中学校１7校）。

関連する計画

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

達成している 下回った 備考

（ＰＬＡＮ）

実施内容

デートDVに関する講演会の情報収集を図りつつ、講演会講師等の情報発信を行っていく。

参
考

（ＤＯ）

２６年度に
向けた
方向性

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

デートＤＶ防止に向けた啓発

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

１　女性への暴力を許さない社会づくり

目標・実績
中17／19
高2／5

実施でき
た

項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

24～28

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

1115

事業内容
県教委リーフレット『わたしもあなたも大切に～知ってほしい「デートＤＶ］～』等を活用し、デートＤＶ防止に向けた啓発を図る。・デートＤＶにつ
いて、教職員一人ひとりが自他の人権感覚を磨き、よりよい環境づくりに努め、相談できる機関の情報提供を行う。

1115

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

評価１

教育委員会事務局 学校教育課

デートＤＶ出前講座等を学校に積極的にはたらきかけ、デートＤＶ防止のための教育を全校で実施されたい。

デートＤＶの防止に向けた啓発を１回以上取り組んだ市立中・高等学校の割合

重点方針方針

事業番号

目標値 26年度
達成
年度

100%
中6／19
高1／5

年度 中学校１7校）。

前年

２５
年度

デートＤＶ防止等をテーマとした講演会を実施する学校が増えた。県教委リーフレット『わたしもあなたも大切に～知ってほ
しい「デートＤＶ」～』については、全中・高等学校に配布され、啓発等に活用されている。また、年度当初の校・園長会にお
いて、人権教育の観点から、男女共生教育等の推進をお願いしており、１１月の校長会では、人権週間という機会を捉え
て、リーフレットの活用等についてもお願いをする予定である。

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

デートDVに関する講演会の情報収集を図りつつ、講演会講師等の情報発信を行っていく。

全中学校対象の「こころの教育」推進事業等で、デートＤＶ防止や男女の性差に関する内容の講演会を実施した（中学校６校）。
また、武庫中学校の「ＤＶ防止に向けた研修にかかる講師派遣事業」で、デートDV防止をテーマにした生徒・保護者・教職員対象の
講演会を実施した。

-5-



局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号 1116

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1116

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

・「配偶者暴力支援センター」をはじめ関係機関の現状と課題について、情報共有を行い、効果的な連携を目指
すため、尼崎市ＤＶマニュアルの作成に着手する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

尼崎市DV防止ﾈｯﾄﾜｰｸ会議
・全体会　2月27日開催、16名出席
　性暴力の現状と被害者への支援（講演会）、ＤＶ対策基本計画の実施状況調査報告など）
・実務者会議　3月19日開催、18名出席（配偶者暴力相談支援センターの現状と課題、ＤＶ対策基本計画の実施状況調査報告など）
※26年度より、福祉課（民生児童委員所管課）、障害者自立支援事業担当、高齢介護課、児童課を会議メンバーに追加し、情報共
有の強化を図ることとした。

尼崎市DV防止ﾈｯﾄﾜｰｸ会議
　全体会　2月20日開催、13名出席（ＤＶ対策基本計画の実施状況調査報告、実務者会議の報告）
　実務者会議
　①9月4日開催、14名出席（25年度に開始した「尼崎市配偶者暴力相談支援センター」の説明、情報共有）
　②3月10日開催　12名出席（ＤＶ対策基本計画の実施状況調査報告について）

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

関係諸機関による連携会議の開催

ＤＶ関係機関や支援団体が相互に連携し、被害者の保護から防止までの総合的な施策を推進するため、「尼崎市ＤＶ防止
ネットワーク会議」を運営する。

関連する計画

・ひきつづき、25年度から開始された「配偶者暴力相談支援センター」の状況をみるとともに、「ＤＶ対策基本計画」に関する関
係各課の取組や課題を共有することで、より効果的な連携が図れるようにしていく。
・学童保育担当部署や福祉関連部署においても、情報共有のため会議メンバーとして参加するよう調整する。

１　女性への暴力を許さない社会づくり
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

健康福祉局 生活支援相談課 事業番号 1117

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1117

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

・児童虐待の防止や早期発見・早期対応のため、関係機関職員の虐待発見の視点や対応レベルの向上に向
けた研修会を積極的に開催する。
・関係機関との連携協力関係を維持し、支援体制を強化していく必要がある。
・平成２７年度以降も児童虐待の相談・通告先を周知し、児童虐待防止推進に対する市民の関心を高める啓発
活動を継続して実施する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

　１．各会議体・研修会について
【代表者会】（１回開催）　構成機関の内、３４機関の民間団体・行政関係部局が要保護児童等対策全般について情報交換、施策の
策定および機関連携のあり方および役割について協議を行った。
【拡大事務局】（１回開催）　７機関の行政関係部局構成機関が、協議会の運営方法や課題について協議・検討を行った。
【実務者会】（１８回開催）　７機関の行政関係部局構成機関が、要保護児童等の情報交換・情報共有を図り、ケースの重症度や支
援体制について協議を行った。
【個別ケース検討会】（延べ２５８件について検討）　ケースに関係する機関が重篤なケース、緊急性のあるケースについて、情報交
換・情報共有を図り、具体的な支援方針等について協議を行った。
【研修会】（１回開催）　性暴力被害の現状と要保護児童等への具体的な支援方法や関係機関の役割等について、専門家から知識
を得た。
　２．啓発事業について
子育てに関する相談窓口と児童虐待の通告先を市民に周知するため、１１月の児童虐待防止推進月間にあわせ、市内主要駅で
ティッシュ等の啓発グッズを配付した。また小学校PTAや民生児童委員への出前講座の実施や小中高の教諭に研修を実施して児
童虐待に関する知識と認識の向上を図った。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

尼崎市要保護児童対策地域協議会を設置し、関係機関との情報交換・連携強化等を図り、虐待児童等の要保護児童等の早
期発見・早期対応に努める。

・児童虐待の防止や早期発見・早期対応のため、関係機関職員の虐待発見の視点や対応レベルの向上に向けた研修会を
積極的に開催する。
・関係機関との連携協力関係を維持し、支援体制を強化していく必要がある。
・平成２６年度以降も児童虐待の相談・通告先を周知し、児童虐待防止推進に対する市民の関心を高める啓発活動を継続し
て実施する。

１．各会議体・研修会について
【代表者会】（１回開催）　３４機関の民間団体、行政関係部局を構成機関とし、要保護児童等対策全般について情報交換、施策の
策定および機関連携のあり方および役割について協議する。
【拡大事務局】（１回開催）　６機関の行政関係部局を構成機関とし、協議会の運営方法や課題について協議・検討する。
【実務者会】（１８回開催）　７機関の行政関係部局を構成機関とし、要保護児童等の情報交換・情報共有を図り、ケースの重症度や
支援体制について協議する。
【個別ケース検討会】（延べ２４４件について検討）　ケースに関係する機関が重篤なケース、緊急性のあるケースについて、情報交
換・情報共有を図り、具体的な支援方針等について協議する。
【研修会】（２回開催）　要保護児童等への具体的な支援方法や関係機関の役割等について、専門家から知識を得る。
２．啓発事業について
子育てに関する相談窓口と児童虐待の通告先を市民に周知するため、１１月の児童虐待防止推進月間にあわせ、市内主要駅で
ティッシュ等の啓発グッズを配付した。

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

１　女性への暴力を許さない社会づくり

尼崎市要保護児童対策地域協議会の実施

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

セクシュアル・ハラスメントをはじめとする様々なハラスメントの問題について、研修や啓発資料の提供により、地域等でのセ
クシュアル・ハラスメントの防止を図る。

セクシュアルハラスメントについての相談受付や啓発資料の収集を引き続き行っていく

・トレピエで実施している「女性のための悩み相談」（面接、電話）ではセクシュアル・ハラスメント相談も受け付けており、平成２５年
度のセクシュアルハラスメントに関する相談は１２件であった。
・法律相談は女性弁護士が担当しており、セクシャルハラスメントに関する相談は１件であった。
・情報資料室において啓発資料を収集し、閲覧、貸出。またセクシャル・ハラスメントをよく知るための図書リストを作成し館内で配布
している

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

２　セクシュアル・ハラスメント等の防止対策の推進

セクシュアル・ハラスメントをはじめとする様々なハラスメントの防止対策

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

セクシュアルハラスメントについての相談受付や啓発資料の収集・貸出を行い情報提供に努める

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・トレピエで実施している「女性のための悩み相談」（面接、電話）ではセクシュアル・ハラスメント相談も受け付けており、平成２６年
度のセクシュアルハラスメントに関する相談は２０件であった。
・法律相談は女性弁護士が担当。
・情報資料室において図書、視聴覚資料等の啓発資料を収集し、閲覧、貸出。セクシュアル・ハラスメント防止図書リストを館内で配
布している

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1121

事業内容

達成
年度

参
考

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号 1121
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

セクシュアル・ハラスメント発生時の相談体制や窓口対応方法を明確にした「職場におけるセクシュアル・ハラスメント防止に関する基本指
針」（平成21 年4 月改定）に基づき対策を推進する。平成18 年11 月より設置している女性弁護士による外部相談窓口をさらに周知するとと
もに、課長研修及び倫理啓発週間の取組みで周知徹底を図る。

今年度も継続して取り組みを実施する。

（以前から）
・「職場におけるセクシュアル・ハラスメント防止に関する基本指針」を平成21年4月に改定し庁内向け周知
・平成18年11月より女性弁護士による外部相談員を設置し庁内向け周知
【相談実績】外部相談窓口　1件、内部相談窓口 0 件
（平成２５年度）
・セクシュアルハラスメント・パワーハラスメントに関する研修の実施（No3132とリンク）

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

２　セクシュアル・ハラスメント等の防止対策の推進

セクシュアル・ハラスメント防止対策

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

今年度も継続して取り組みを実施する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

（以前から）
・「職場におけるセクシュアル・ハラスメント防止に関する基本指針」を平成21年4月に改定し庁内向け周知
・平成18年11月より女性弁護士による外部相談員を設置し庁内向け周知
【相談実績】外部相談窓口　0件、内部相談窓口 0 件
（平成２６年度）
・セクシュアルハラスメント・パワーハラスメントに関する研修の実施（No3132とリンク）

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1122

事業内容

達成
年度

参
考

総務局 人事課 事業番号 1122
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

学校・園におけるセクシュアル・ハラスメント防止に関する基本指針、県教委指針の活用を通して、セクシュアル・ハラスメント
の防止策、相談窓口、処理方法等について周知を図る。セクシュアル・ハラスメントのない快適な学校をつくるために、教職員
一人ひとりが人権意識を磨くことを通じて、よりよい学校環境づくりに努める。

「セクシュアル・ハラスメント防止に関する基本方針」を基にセクシュアル・ハラスメント防止に向けた取組みの推進を図るとと
もに、パワー・ハラスメントの防止にも取り組み、学校・園への周知を徹底する。

各学校・園に年３回「綱紀の保持等（セクシュアル・ハラスメントの防止及び排除について、全教職員あげて取り組むこと）について」
を通達。
平成２２年度に策定した「学校・園におけるセクシュアル・ハラスメント防止に関する基本方針」をもとに、各学校に対しセクシュアル・
ハラスメントの防止と発生時の対応について継続して周知を図る。

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

２　セクシュアル・ハラスメント等の防止対策の推進

セクシュアル・ハラスメント防止対策

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

「セクシュアル・ハラスメント防止に関する基本方針」を基にセクシュアル・ハラスメント防止に向けた取組みの推
進を図るとともに、パワー・ハラスメントの防止にも取り組み、学校・園への周知を徹底する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

各学校・園に年３回「綱紀の保持等（セクシュアル・ハラスメントの防止及び排除について、全教職員あげて取り組むこと）について」
を通達。
平成２２年度に策定した「学校・園におけるセクシュアル・ハラスメント防止に関する基本方針」をもとに、各学校に対しセクシュアル・
ハラスメントの防止と発生時の対応について継続して周知を図る。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1123

事業内容

達成
年度

参
考

教育委員会事務局 職員課 事業番号 1123

-10-



局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

平成26年度は811件の相談のうち、兵庫県女性家庭センターに一時保護を行った件数は37件（うちDV25件）となっております。一時
保護を行った方への自立に向けた支援として、母子生活支援施設等への入所調整だけではなく、住宅支援を行ったケースが6件、
女性家庭センター等と連携して心理支援を行ったケースが12件、経済的支援として生活保護や様々な手当ての支援を行ったケー
スが20件、子育て支援として、学校や保育所等への支援を行ったケースが12件、法テラスとの連携等、法的支援を行ったケースが6
件あります。また、DV証明を発行したケースが13件、保護命令の助言・指導が4件となっております。
女性家庭センター退所後の行き先としましては、母子生活支援施設8件、婦人寮4件、救護施設2件、市外住宅確保6件、市内住宅
確保6件、知人宅2件、自宅帰宅4件、その他2件となっており、対象者は全て女性でした。日本語が十分に話せない方は0件でした
が、聴覚障害者の方が１件あり、手話通訳を依頼し支援を行いました。（結果、親族宅に帰宅されています。）

事業番号 1131

重点方針方針

健康福祉局 生活支援相談課

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

目標・実績 目標値

（ＡＣＴＩＯＮ）

年
度

25年度

達成している

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

達成
年度

目標項目

実績の評価 下回った

26年度

婦人相談員による相談の実施

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

事業番号/
事業名

今後の方向性

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

福祉事務所の婦人相談員による相談　790件（うち、配偶者からの暴力398件）
　電話相談　375件（平日9時～17時30分）
　来所相談　375件（平日9時～17時30分）
　巡回・出張相談等　40件（平日9時～17時30分）

相談件数のうち、緊急性の高い相談者に対する支援がどのような結果に至ったか分析をおこない、その結果を可能な限り
報告されたい。また、男性、女性、日本語が十分に話せない方の内訳も表示されたい。

緊急な対応を要する事案が多いため、関係各課、県、警察等の関係機関との連携を密にしていく。また、複雑
な問題を抱える相談者に対して複数の機関で関わりながら、必要な支援を提供できる相談体制を整えておく。

平成26年度実施内容のとおり

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

前年

２５
年度

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

３　被害者に対する相談・保護の充実と自立支援

1131

福祉事務所の婦人相談員による相談　811件（うち、配偶者からの暴力526件）
　電話相談　382件（平日9時～17時30分）
　来所相談　401件（平日9時～17時30分）
　巡回・出張相談等　28件（平日9時～17時30分）

関連する計画

福祉事務所の婦人相談員によるDV 等に係る相談事業を実施する。

緊急な対応を要する事案が多いため、関係各課、県、警察等の関係機関との連携を密にしていく。また、複雑な問題を抱え
る相談者に対して複数の機関で関わりながら、必要な支援を提供できる相談体制を整えておく。

尼崎市配偶者等からの暴力対策基本計画

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

参
考

事業内容
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

（ＤＯ）

２６
年度

○女性センターの相談員による相談（全体1,787） 　うちＤＶ相談は244件（一般相談237件、法律相談7件）
　電話相談1,210件（水・金・土：10～12、13～16、18～20時）
　面接相談  505件（火・木：10～12、13～16時、火：18～20時）
　法律相談   72件（第1・2週の木：18～20時　第3土：14～16時）
○DV被害女性のためのグループカウンセリング
　 6回　参加者数のべ42人　（平成26年10月10日～12月19日　金：10～12時）
○配暴センター相談員との情報交換会などを通じて連携強化を図った。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

○女性センターの相談員による相談（全体1,741） 　うちＤＶ相談は272件（一般相談264件、法律相談8件）
　電話相談1,140件（水・金・土：10～12、13～16、18～20時）
　面接相談  530件（火・木：10～12、13～16時、火：18～20時）
　法律相談   71件（第1・2週の木：18～20時　第3土：14～16時）
○DV被害女性のためのグループカウンセリング
　 6回　参加者数のべ60人　（平成25年10月11日～12月20日　金：10～12時）
○配暴センター相談員との情報交換会などを通じて連携強化を図った。

関連する計画

事業内容

女性センターにおける相談の充実

参
考

子育てや介護、家族や夫との関係など女性が抱える様々な問題について弁護士、
フェミニストカウンセラーによる相談を充実する。

・「女性の悩み相談」は、今後も充実させていく。
・DV被害者のためのグループカウンセリングは、人数的には少ない参加であるが大きな効果が認められるので引き続き継続
していく。
・配偶者暴力相談支援センターとの連携をさらに強めていく。

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

実施内容

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

・「女性の悩み相談」については相談への研修などを行い、今後も充実させていく。
・DV被害者のためのグループカウンセリングは、自主グループへの参加などにつながっている。継続実施しそ
の効果を確認しながら今後の事業につなげていきたい。
・配偶者暴力相談支援センターと連携し迅速で安全な支援を行う。

達成している

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

下回った

協働・男女参画課 事業番号 1132 (4231)(4323)

目標値
達成
年度

26年度

重点方針方針

1132
(4231 4323)

市民協働局

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

３　被害者に対する相談・保護の充実と自立支援
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

母子生活支援施設において、被害女性の緊急保護を行い、自立を支援する。

引き続き、尼崎市社会福祉事業団が自ら設置・運営する母子生活支援施設において、措置された母子世帯の自立に向けた
支援を図る。

尼崎次世代育成支援対策推進行動計画

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

３　被害者に対する相談・保護の充実と自立支援

母子生活支援施設の充実

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

引き続き、尼崎市社会福祉事業団が自ら設置・運営する母子生活支援施設において、措置された母子世帯の
自立に向けた支援を図る。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

社会福祉法人尼崎市社会福祉事業団が市内で母子生活支援施設を運営しており、母子家庭の自立の支援を図っている。
（ＤＶ緊急一時保護0件）
平成27年3月　入所世帯数10世帯
入所者数25人

社会福祉法人尼崎市社会福祉事業団が市内で母子生活支援施設を運営しており、母子家庭の自立の支援を図っている。
（ＤＶ緊急一時保護0件）
平成26年3月　入所世帯数14世帯
入所者数36人

目標・実績

当該施設は、児童福祉法第38条「母子生活支援施設は、配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその
者の監護すべき児童を入所させて、これらの者を保護するとともに、これらの者の自立の促進のためにその生活を支援
し、あわせて退所した者について相談その他の援助を行うことを目的とする施設とする」に定められた施設である。

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1133

事業内容

達成
年度

参
考

こども青少年局 こども家庭支援課 事業番号 1133
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

ひとり親家庭が抱える様々な悩みについて相談を受け、具体的に問題解決を図る。相談内容は、離婚前の養育費取得、離
婚の取り決め方法、生活・就労相談等である。また、ハローワーク等関係機関と連携を図りながら、母子家庭の母又は父子
家庭の父の就労等の支援を行う。

引き続き、ひとり親家庭の自立を支援するため、母子父子自立支援員によるよりきめ細やかな生活相談や就労支援に取り組
む。

尼崎次世代育成支援対策推進行動計画

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

３　被害者に対する相談・保護の充実と自立支援

母子父子自立支援員による就労等の支援

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

引き続き、ひとり親家庭の自立を支援するため、母子父子自立支援員によるよりきめ細やかな生活相談や就
労支援に取り組む。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

ひとり親家庭の自立を支援するため、母子父子自立支援員による生活相談や就労支援を進める。
【平成26年度実績】
＜母子家庭相談受付件数＞・生活一般関係：1,629件
                                       ・児童関係：163件
                                       ・経済的支援・生活援護：2,519件  　（うち、母子貸付金関係2,270件）   合計：4,311件
＜父子家庭相談受付件数＞
                                       ・生活一般関係：23件
                                       ・児童関係：7件
                                       ・経済的支援・生活援護：12件   合計：42件

ひとり親家庭の自立を支援するため、母子自立支援員による生活相談や就労支援を進める。
【平成25年度実績】
＜母子家庭相談受付件数＞・生活一般関係：1,362件
                                       ・児童関係：137件
                                       ・経済的支援・生活援護：2,542件  　（うち、母子貸付金関係2,257件）   合計：4,041件
＜父子家庭相談受付件数＞
                                       ・生活一般関係：64件
                                       ・児童関係：17件
                                       ・経済的支援・生活援護：12件   合計：93件

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1134(1411)

事業内容

達成
年度

参
考

こども青少年局 こども家庭支援課 事業番号 1134(1411)
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

３戸以上募集住宅について、募集戸数の２割の戸数を優先して抽選を行う。

引き続き実施する。

平成２５年度　ＤＶ被害者世帯の優先入居戸数について
　募集戸数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　487戸
　２割優先の募集戸数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  62戸
　ＤＶ被害者世帯の応募数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1戸
　ＤＶ被害者世帯の優先入居決定数　　　　　　　　　　　　　　　　      1戸

１　女性に対するあらゆる暴力の根絶と自立支援

３　被害者に対する相談・保護の充実と自立支援

市営住宅への優先入居の実施（ＤＶ被害者世帯等）

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

引き続き実施する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

平成２６年度　ＤＶ被害者世帯の優先入居戸数について
　募集戸数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　475戸
　２割優先の募集戸数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  55戸
　ＤＶ被害者世帯の応募数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  0戸
　ＤＶ被害者世帯の優先入居決定数　　　　　　　　　　　　　　　　      0戸

目標・実績

国の告知に基づき、一般の住宅困窮者よりも優先的に募集を行っている。

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1135

事業内容

達成
年度

参
考

都市整備局 住宅管理担当 事業番号 1135
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

男女共同参画の視点から適切な表現を選ぶため、刊行物等の作成において「男女表現ガイドライン」が活用されるよう、周知
を強化するとともに、活用可能な素材の提供に努める。また、市民・事業者等に対してもガイドラインの情報提供をする。

新たな表現ガイドラインを策定し、周知を図っていく。

・企画管理課長会において、職員への「男女表現ガイドライン」の周知と活用を改めて依頼した。
・尼崎市職員が使用する掲示板に掲載
・新規採用職員研修で周知
・新任役職者研修で周知

２　メディアにおける女性の人権尊重

１　広報、出版物等におけるガイドラインの活用推進

表現ガイドラインの活用推進

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

・データの活用については、他自治体からも提供依頼があるが、今後もあらゆる機会を捉えて周知を行ってい
く。また、職員研修等の場においても、周知を行っていく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

策定から１２年が経過していることから、内容をリニューアルし、職員へ改めて男女表現についての意識啓発を図るため、平成27年
3月に改訂を行った。
職員有志からなるワーキンググループで検討し、女性センター・トレピエや県立男女共同参画センターのアドバイスを受けて作成。
「気をつけて見てみよう」という標題で、「男女いずれかに偏った表現になっていませんか？」「性別によってイメージを固定化した表
現になっていませんか？」など５つの視点に分けて記載。イラストも明るくポップなものにリニューアル。イラストは、使用に関する規
約を守れば誰でも無料で使用でき、協働・男女参画課に連絡をすれば、データでの提供を可能とした。
・尼崎市職員が使用する掲示板に記載
・企画管理課長会や、職員研修にて周知し、活用を依頼
・県の男女共同参画ニュースや、会議においても周知し、利用を促した。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1211

事業内容

達成
年度

参
考

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号 1211
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

企画財政局 魅力発信・報道担当 事業番号 1212

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1212

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

・従前通り、継続していく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・各課から男女表現に関する問い合わせがあった場合に、「男女表現ガイドライン」に沿ってアドバイスを行うとともに、パソコン配布
職員が閲覧可能な「男女表現ガイドライン」の活用を促した。
・市報に掲載する文章の表現やイラストについて、男女共同参画に配慮した。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

市が発信する広報や出版物において、人権に配慮した男女表現のあり方を示した「男女表現ガイドライン」の活用を推進す
る。

従前通り継続していく。

・各課から男女表現に関する問い合わせがあった場合に、「男女表現ガイドライン」に沿ってアドバイスを行うとともに、パソコン配布
職員が閲覧可能な「男女表現ガイドライン」の活用を促した。
・市報に掲載する文章の表現やイラストについて、男女共同参画に配慮した。

２　メディアにおける女性の人権尊重

１　広報、出版物等におけるガイドラインの活用推進

広報媒体における「男女表現ガイドライン」の活用

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号 1221

情報資料室において啓発資料を収集し、閲覧、貸出（メディア関連７1冊、ビデオ1点所蔵）

事業内容

達成
年度

参
考

２６
年度

(トレピエ事業）
・「情報づくりセミナー」（講師：松井貴代　受講者数のべ60人）
・情報資料室において啓発資料を収集し、閲覧、貸出（メディア関連81冊、ビデオ1点所蔵）
・メディアリテラシーに関する図書リストを作成し館内で配布している

（市の直接実施事業）
・男女共同参画推進員及び職員研修としてメディアリテラシー研修を実施した。
（平成26年5月26日実施　受講者数：34人　テーマ：「ﾒﾃﾞｨｱﾘﾃﾗｼｰ～使いこなそうﾒﾃﾞｨｱ」　講師：山中速人教授）

前年

２５
年度

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性 目標項目

限られた予算の中ではあるが、平成26年度において、男女共同参画推進員、尼崎市職員研修として実施する。

目標値

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

・情報資料室においてメディアリテラシー関連資料の収集、貸出、閲覧に今後も務める。

実績の評価

年
度

（ＤＯ）

25年度26年度目標・実績 1回

関連する計画

実施内容

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

メディアリテラシーの普及のための講座実施数

28年1講座以上 0回

性の商品化、性別役割分業や「男／女らしさ」の固定化を助長する表現などに対して、主体的に読み解く能力を身につけるこ
とができるよう啓発講座を実施する。

1221

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

２　メディアリテラシーの普及

メディアリテラシーの普及

重点方針方針 ２　メディアにおける女性の人権尊重

達成している 下回った 備考
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

参
考

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針 実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標値

・市報の日本語のレベルに関しては中学生程度で読めるようにしており、日本語検定では４級に相当するレベルである。
その中でも、外国籍市民に関連する記事に関しては、ルビをうつなど、読みやすいよう配慮している。また、記事中の表現
や言い回しについては、平易な表現を用いるようにしている。

今後の方向性

現状の制度の運用を継続する中で、職員にはわかりやすい対応を心がけるよう、呼びかけを行っていく。

達成している

評価３

３　国籍や性にとらわれない人権の尊重

外国籍市民に対する情報提供のための支援

日本語のわからない外国籍市民が市役所に来庁した際、外国語のできる職員を応援派遣し、外国籍市民との意思疎通の円
滑化を支援する。

１　多文化共生の視点に立った人権の尊重

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

7人
達成
年度

外国語のできる職員応援派遣制度登録者数

○

現状の制度の運用を継続する中で、職員にはわかりやすい対応をこころがけるよう、呼びかけを行っていく。

関連する計画

目標項目

企画財政局
都市魅力創造発信課
魅力発信・報道担当

事業番号

（ＣＨＥＣＫ）　数値目標評価２

1311

実施内容 （ＤＯ）

26年度

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

下回った 備考

２６
年度

・英語（6件）
・中国語（6件）

・英語（14件）
・フランス語（１件）
・中国語（4件）

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

基本的な情報に関しては、日本語のレベルを日本語検定初級レベルに揃える等、優しい日本語として統一したレベルでの
広報の一部導入について検討されたい。

前年

２５
年度

（ＡＣＴＩＯＮ）

20人 10人28

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

方針

1311

事業内容
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

１　多文化共生の視点に立った人権の尊重

毎週月曜日から土曜日に、市の事業やイベントなどを6ヶ国語（中国語・コリア語・ポルトガル語・スペイン語・ベトナム語・英語）で紹
介する外国語放送（AMAGASAKI　TOWN　GUIDE」（20分）を放送。

28

（ＡＣＴＩＯＮ）

・従前通り、継続していく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

毎週月曜日から土曜日に、市の事業やイベントなどを6ヶ国語（中国語・コリア語・ポルトガル語・スペイン語・ベトナム語・英語）で紹
介する外国語放送（AMAGASAKI　TOWN　GUIDE」（20分）を放送。

下回った

従前通り継続していく。

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

参
考

見出しだけの番組をオンデマンド化しても効果が期待できないため、オンデマンドの特性を活かした番組の作成について
検討されたい。

達成
年度

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標

３　国籍や性にとらわれない人権の尊重 重点方針方針

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標値

達成している

・外国語放送の中で、時節を問わないコーナーである「日本語の泉」(日本の文化や日本語の使い方などを説明するラジオ
番組)を尼崎市国際交流協会のホームページでオンデマンド放送の実施に向けた協議を、同協会と総合文化センターで進
めている。

今後の方向性

　　　　　　　男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

1312
評価１

企画財政局 魅力発信・報道担当 事業番号

事業内容

26年度

外国語での広報の推進

エフエムあまがさきの市政広報番組において、外国籍市民の暮らしに役立つ情報を６か国語で放送する。また、市内のみど
ころなどを紹介したリーフレット「あまがさきノート」の英訳版をホームページに掲載する。

1312
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「
エ
フ
エ
ム
あ
ま
が
さ
き
 
外
国
語
放
送
 
日
本
語
の
泉
」
 
6
月
放
送
原
稿
 

「
い
ろ
い
ろ
な
判
断
表
現
 
後
半
編
」（
6
月
9
日
～
6
月
1
4
日
放
送
分
）
 

 

2
_
日
本
語
の
泉
「
い
ろ
い
ろ
な
判
断
表
現
 
後
半
編
」（
0
6
0
9～
放
送
）
 

日
本
語

に
ほ
ん
ご

の
泉 い
ず
み。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本

に
ほ
ん

で
生
活

せ
い
か
つす
る
外
国
人

が
い
こ
く
じ
んの
皆 み
なさ
ん
に
役
立

や
く
だ

つ
日
本
語

に
ほ
ん
ご

を
紹
介

し
ょ
う
か
いし
ま
す
。
 

今
回

こ
ん
か
いの
テ
ー
マ
は
、
「
い
ろ
い
ろ
な
判
断
表
現
 後
半
編
」
で
す
。
 

 先
週
に
引
き
続
き
、
話
し
手
の
気
持
ち
を
表
す
表
現
の
う
ち
判
断
に
関
す
る
表
現
方
法
を
勉
強
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
 
推
測
を
表
す
「
よ
う
で
す
」
と
伝
聞
を
表
す
「
そ
う
で
す
」
の
二
つ
で
す
。
 

 

１
．
 推
測
を
表
す
表
現
：
 
「
よ
う
で
す
」
を
文
末
に
つ
け
、
目
に
見
え
る
状
況
や
得
た
情
報
か
ら
自

分
が
推
測
し
た
判
断
を
述
べ
ま
す
。
 
同
じ
意
味
で
「
み
た
い
だ
」
は
く
だ
け
た
話
し
言
葉
で
使
わ

れ
ま
す
。
 

例
：
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
来
な
い
よ
う
で
す
ね
。
ど
う
し
た
の
か
し
ら
」
 

 
  
「
曇
っ
て
き
ま
し
た
。
雨
が
降
る
よ
う
で
す
ね
」
 

 
  
「
部
屋
の
中
か
ら
声
が
聞
こ
え
ま
す
。
誰
か
い
る
み
た
い
で
す
」
 

 

２
．
 伝
聞
：
 
「
そ
う
で
す
」
を
文
末
に
つ
け
、
人
か
ら
聞
い
た
り
本
な
ど
で
得
て
知
っ
た
り
し
た
こ

と
を
自
分
の
判
断
は
加
え
ず
に
、
そ
の
ま
ま
他
者
に
伝
え
る
表
現
で
す
。
 
情
報
源
を
表
す
「
に
よ

る
と
」
と
一
緒
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
 

例
：
 
「
上
田
さ
ん
は
風
邪
を
ひ
い
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
今
日
は
来
な
い
そ
う
で
す
」
 

 
  
「
天
気
予
報
に
よ
る
と
、
昼
か
ら
雨
が
降
る
そ
う
で
す
」
 

 
  
「
世
界
で
一
番
話
さ
れ
て
い
る
言
葉
は
中
国
語
だ
そ
う
で
す
」
 

い
か
が
で
す
か
。「
よ
う
で
す
」
と
「
そ
う
で
す
」
の
違
い
を
理
解
で
き
ま
し
た
か
。
 
で
は
、
推
測
の
「
よ

う
で
す
」
と
伝
聞
の
「
そ
う
で
す
」
を
使
っ
た
文
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

「
マ
イ
ク
さ
ん
は
日
本
に
来
て
３
年
に
な
り
、
納
豆
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
彼
も
よ
う

や
く
日
本
の
食
べ
物
に
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す
ね
」
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「
エ
フ
エ
ム
あ
ま
が
さ
き
 
外
国
語
放
送
 
日
本
語
の
泉
」
 
6
月
放
送
原
稿
 

「
い
ろ
い
ろ
な
判
断
表
現
 
後
半
編
」（
6
月
9
日
～
6
月
1
4
日
放
送
分
）
 

 

2
_
日
本
語
の
泉
「
い
ろ
い
ろ
な
判
断
表
現
 
後
半
編
」（
0
6
0
9～
放
送
）
 

で
は
こ
の
２
週
の
勉
強
の
ま
と
め
を
し
ま
し
ょ
う
。
 
前
が
同
じ
文
章
で
も
文
末
に
来
る
語
句
に
よ
っ
て
、

伝
え
た
い
内
容
に
対
す
る
話
し
手
の
判
断
に
は
少
し
ず
つ
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

１
．
 断
定
：
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
こ
こ
に
来
ま
せ
ん
」
 

２
．
 断
定
を
避
け
る
：
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
来
な
い
で
し
ょ
う
」
 

 
  
 
 
 
 
 
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
来
な
い
と
思
い
ま
す
」
 

３
．
 可
能
性
：
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
 

４
．
 強
い
確
信
：
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
来
な
い
は
ず
で
す
」
 

 
  
 
 
 
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
き
っ
と
来
な
い
に
違
い
な
い
」
 

５
．
 推
測
：
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
来
な
い
よ
う
で
す
」
 

６
．
 伝
聞
：
 
「
今
日
上
田
さ
ん
は
来
な
い
そ
う
で
す
」
 

難
し
か
っ
た
で
す
か
。
そ
れ
と
も
面
白
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
れ
で
、
「
い
ろ
い
ろ
な
判
断
表
現
 後
半
編
」
の
話 は
な
しを
終
お

わ
り
ま
す
。
い
か
が
で
し
た
か
？
 

次
回

じ
か
い

も
、
お
楽 た
のし
み
に
。
 

  

 ※
原
稿
中
の
網
掛
け
部
分
は
日
本
語
で
網
掛
け
下
線
部
分
は
日
本
語
と
外
国
語
で
お
願
い
し
ま
す
。
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「
エ
フ
エ
ム
あ
ま
が
さ
き
 
外
国
語
放
送
 
日
本
語
の
泉
」
 
８
月
放
送
原
稿
 

「
お
盆
（
お
ぼ
ん
）」
（
８
月
１
１
日
～
１
６
日
放
送
分
）
 

2
_
日
本
語
の
泉
「
お
盆
」（
0
8
1
1～
放
送
）

 
 

日
本
語

に
ほ
ん
ご

の
泉 い
ず
み。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本

に
ほ
ん

で
生
活

せ
い
か
つす
る
外
国
人

が
い
こ
く
じ
んの
皆 み
なさ
ん
に
役
立

や
く
だ

つ
日
本
語

に
ほ
ん
ご

を
紹
介

し
ょ
う
か
いし
ま
す
。
 

今
回

こ
ん
か
いの
テ
ー
マ
は
、
「
お
盆 ぼ
ん」
で
す
。
 

 
８
月
に
入
る
と
、
今
年
の
盆
休
み
（
国
民
的
な
休
暇
）
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
そ
う
か
と
考
え
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
。
全
国
的
に
大
多
数
の
人
が
墓
参
り
す
る
の
が
恒
例
で
す
。
し
か
し
、
本
来
お
盆
と
い
う
の

は
、
先
祖
や
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
霊
を
祀
る
行
事
で
、
そ
の
期
間
（
１
５
日
前
後
）
を
言
い
ま
す
。
仏

教
用
語
の
「
盂
蘭
盆
」
の
省
略
形
と
し
て
盆
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
霊
に
対
す
る
供
物
を
置
く
容
器

を
意
味
す
る
た
め
、
供
物
を
供
え
祀
ら
れ
る
精
霊
の
呼
称
と
な
り
、
盂
蘭
盆
と
混
同
さ
れ
た
と
い
う
説
も

あ
り
ま
す
。
 

 
盆
の
行
事
と
し
て
は
１
３
日
の
夕
刻
の
野
火
を
迎
え
火
と
し
た
り
門
口
や
仏
壇
に
盆
提
灯
を
立
て
た
り

し
ま
す
。
そ
し
て
精
霊
棚
（
仏
壇
の
前
の
棚
）
に
故
人
へ
の
色
々
な
お
供
え
物
を
し
、
墓
に
は
蓮
の
葉
を

皿
代
わ
り
に
し
て
団
子
や
野
菜
の
切
っ
た
の
を
供
え
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
故
人
の
霊
魂
が
こ
の
世
と
あ

の
世
を
行
き
来
す
る
た
め
の
乗
り
物
と
し
て
「
精
霊
馬
」
と
呼
ば
れ
る
き
ゅ
う
り
や
な
す
で
作
る
動
物
を

用
意
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
き
ゅ
う
り
は
足
の
速
い
馬
に
見
立
て
ら
れ
、
早
く
家
に
戻
っ
て
く
る
よ
う

に
、
な
す
は
遅
い
牛
に
見
立
て
ら
れ
、
あ
の
世
に
帰
る
の
が
少
し
で
も
遅
く
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
供
物

を
牛
に
乗
せ
て
あ
の
世
に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
と
い
う
願
い
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
 

 
ま
た
、
人
が
亡
く
な
り
４
９
日
の
法
要
が
終
わ
っ
て
か
ら
迎
え
る
最
初
の
お
盆
を
初
盆
ま
た
は
、
新
盆

と
呼
び
、
特
に
厚
く
供
養
す
る
風
習
が
あ
り
ま
す
。
初
盆
の
家
の
人
は
門
口
、
仏
壇
、
お
墓
に
白
一
色
の

盆
提
灯
を
立
て
た
り
す
る
そ
う
で
す
。
 

 
１
６
日
に
は
送
り
火
と
し
て
野
火
で
お
く
り
ま
す
。
京
都
の
五
山
の
送
り
火
が
有
名
で
、
１
５
日
に
す

る
と
こ
ろ
も
多
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
川
へ
送
る
風
習
も
あ
り
、
精
霊
流
し
と
言
い
、
提
灯
を
小
舟
に
乗

せ
た
よ
う
な
も
の
を
流
し
た
り
、
木
組
み
に
和
紙
を
張
り
付
け
た
灯
篭
（
と
う
ろ
う
）
を
流
す
灯
篭
流
し

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
川
が
汚
れ
る
と
い
う
こ
と
で
流
さ
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
 

 
最
後
に
、
夏
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
盆
踊
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
１
５
日
の
盆
の
翌
日

１
６
日
の
晩
,寺
社
の
境
内
に
老
若
男
女
が
集
ま
っ
て
踊
る
こ
と
で
、
こ
の
い
わ
れ
は
地
獄
で
の
受
苦
（
罰

を
受
け
る
こ
と
）
を
免
れ
た
亡
者
た
ち
が
喜
ん
で
踊
る
状
態
を
模
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
寺

社
の
境
内
と
は
限
ら
な
く
な
り
宗
教
性
を
帯
び
な
い
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
域
の
親
睦

な
ど
を
主
た
る
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
盆
の
時
期
に
帰
郷
す
る
人
が
多
い
こ
と
か
ら
久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

 
お
盆
に
は
所
に
よ
っ
て
色
々
、
異
な
る
行
事
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
所
で
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？
 

 

こ
れ
で
、
「
お
盆
」
の
話 は
な
しを
終
お

わ
り
ま
す
。
い
か
が
で
し
た
か
？
 

次
回

じ
か
い

も
、
お
楽 た
のし
み
に
。
 

 ※
原
稿
中
の
網
掛
け
部
分
は
日
本
語
で
網
掛
け
下
線
部
分
は
日
本
語
と
外
国
語
で
お
願
い
し
ま
す
。
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「
エ
フ
エ
ム
あ
ま
が
さ
き
 
外
国
語
放
送
 
日
本
語
の
泉
」
 
9
月
放
送
原
稿
 

「
俳
句
の
中
の
日
本
の
四
季
」
（
9
月
8
日
～
1
5
日
放
送
分
）
 

2
_
日
本
語
の
泉
「
俳
句
の
中
の
日
本
の
四
季
」
（
0
9
0
８
～
放
送
）

 
 

日
本
語

に
ほ
ん
ご

の
泉 い
ず
み。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本

に
ほ
ん

で
生
活

せ
い
か
つす
る
外
国
人

が
い
こ
く
じ
んの
皆 み
なさ
ん
に
役
立

や
く
だ

つ
日
本
語

に
ほ
ん
ご

を
紹
介

し
ょ
う
か
いし
ま
す
。
 

今
回

こ
ん
か
いの
テ
ー
マ
は
、
「
俳
句

は
い
く

の
中 な
かの
日
本

に
ほ
ん

の
四
季

し
き

」
で
す
。
 

 
皆 み
なさ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
先
週

せ
ん
し
ゅ
うは
「
９
月 が
つは
秋 あ
きで
す
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話 は
な
しを
し
ま
し
た
。
そ
の

中 な
かで
「
日
本

に
ほ
ん

の
秋 あ
き」
を
詠
よ

ん
だ
俳
句
を
２
句
く

紹
介

し
ょ
う
か
いし
ま
し
た
が
、
今
週

こ
ん
し
ゅ
うは
も
う
少 す
こし
詳 く
わし
く
俳
句

は
い
く

の
中 な
かの

日
本

に
ほ
ん

の
四
季

し
き

に
つ
い
て
お
話 は
な
しを
し
た
い
と
思 お
もい
ま
す
。
 

俳
句

は
い
く

は
五
音

ご
お
ん・
七
音

し
ち
お
ん・
五
音

ご
お
ん

の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
ひ
ら
が
な
で
書
か

け
ば
た
っ
た
の
１
７
文
字

も
じ

で
表
現

ひ
ょ
う
げ
んす
る
世
界
一

せ
か
い
い
ち

短 み
じ
かい
詩
し

で
す
。
読
よ

み
上
あ

げ
た
時 と
きに
、
こ
の
五
ご

・
七 し
ち・
五
ご

と
区
切

く
ぎ

ら
れ
た
音 お
とが
創 つ
くり
出
だ

す
歯
切

は
ぎ

れ
の
良
よ

い
リ
ズ
ム
を
守 ま
もる
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
短 み
じ
かい
１
７
文
字

も
じ

の
中 な
かに
「
季
語

き
ご

」
と
い
う
季
節

き
せ
つ

を
表 あ
ら
わ

す
言
葉

こ
と
ば

を
必 か
な
らず
入
い

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
俳
句

は
い
く

の
決
き

ま
り
事 ご
とで
す
。
 

例 れ
いを
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 
「
松
尾

ま
つ
お

芭
蕉

ば
し
ょ
う」
と
い
う
俳
人

は
い
じ
んが
作 つ
くっ
た
有
名

ゆ
う
め
いな
句
く

で
す
。
 

「
閑 し
ずか
さ
や
 
 
岩 い
わに
し
み
入
い

る
 
 
蝉 せ
みの
声 こ
え」
 

「
閑 し
ずか
さ
や
」
５
音 お
んで
す
。「
岩 い
わに
し
み
入
い

る
」
７
音 お
んで
す
ね
。
「
蝉 せ
みの
声 こ
え」
５
音 お
んで
す
。
 

意
味

い
み

は
、
全
山

ぜ
ん
ざ
んが
静 し
ず

ま
り
か
え
り
、
蝉 せ
み

の
鳴
な

き
声 ご
え

だ
け
が
岩 い
わ

に
し
み
入
い

る
よ
う
に
聞
き

こ
え
て
く
る
、
と

い
う
情
景

じ
ょ
う
け
いで
す
。
蝉 せ
みの
う
る
さ
い
ほ
ど
の
鳴
な

き
声 ご
えを
、「
岩 い
わに
し
み
入
い

る
」
と
表
現

ひ
ょ
う
げ
んし
て
全
体

ぜ
ん
た
いの
静
寂

せ
い
じ
ゃ
くを

対
比
的

た
い
ひ
て
き

に
浮
う

き
上
あ

が
ら
せ
て
い
ま
す
。
 

「
閑 し
ずか
さ
や
 
 
岩 い
わに
し
み
入
い

る
 
 
蝉 せ
みの
声 こ
え」
。
 
こ
の
句
く

で
は
「
蝉 せ
み」
が
「
季
語

き
ご

」
で
夏 な
つを
表 あ
ら
わし
て

い
ま
す
。
夏 な
つの
「
季
語

き
ご

」
と
し
て
は
「
夏
休

な
つ
や
すみ
」「
夏
草

な
つ
く
さ」
な
ど
、
直
接

ち
ょ
く
せ
つ「
夏 な
つ」
と
い
う
文
字

も
じ

が
つ
い
た
単
語

た
ん
ご

以
外

い
が
い

に
も
、
日
本

に
ほ
ん

の
夏 な
つを
連
想

れ
ん
そ
うさ
せ
る
言
葉

こ
と
ば

の
「
花
火

は
な
び

」
や
「
浴
衣

ゆ
か
た

」
、「
蛍 ほ
た
る」
や
「
西
瓜

す
い
か

」
な
ど
数 か
ぞえ
上
あ

げ

ら
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

花 は
なも
俳
句

は
い
く

で
は
好 こ
のん
で
取
と

り
上
あ

げ
ら
れ
る
題
材

だ
い
ざ
いで
す
。
日
本

に
ほ
ん

の
花 は
なと
言
い

え
ば
ま
ず
「
桜 さ
く
ら」
が
思 お
もい
浮
う

か

び
ま
す
ね
。
花 は
なで
も
「
桜 さ
く
ら」
は
も
ち
ろ
ん
春 は
るの
「
季
語

き
ご

」
で
す
。
１
句
く

紹
介

し
ょ
う
か
いし
ま
し
ょ
う
。
 

「
ま
さ
を
な
る
 
 
空
よ
り
し
だ
れ
 
 
ざ
く
ら
か
な
」
 

「
ま
さ
を
な
る
」
は
「
真
ま

っ
青 さ
おな
」
と
い
う
意
味

い
み

で
す
。
 

「
枝
垂

し
だ

れ
桜 ざ
く
ら」
と
は
桜 さ
く
らの
種
類

し
ゅ
る
いの
中 な
かで
も
大
木

た
い
ぼ
くの
枝 え
だが
下 し
たの
方 ほ
うに
垂
た

れ
下
さ

が
っ
て
、
ま
る
で
花 は
なの
滝 た
きの

よ
う
に
流 な
がれ
、
風 か
ぜに
そ
よ
ぐ
様 さ
まが
優
雅

ゆ
う
が

で
あ
で
や
か
な
桜 さ
く
らで
、
万
人

ば
ん
に
んに
愛 あ
いさ
れ
て
い
ま
す
。
晴
は

れ
た
日
ひ

に

こ
の
「
枝
垂

し
だ

れ
桜 ざ
く
ら」
を
見
み

た
人 ひ
とが
、
真
ま

っ
青 さ
おな
空 そ
らか
ら
、
幾
筋

い
く
す
じも
の
花 は
なの
枝 え
だが
流 な
がれ
降
お

り
て
く
る
よ
う
な
美 う
つ
く

し
さ
だ
、
と
感
嘆

か
ん
た
んし
て
こ
の
俳
句

は
い
く

を
詠
よ

ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
 
 

「
ま
さ
を
な
る
 
 
空
よ
り
し
だ
れ
 
 
ざ
く
ら
か
な
」。
 

秋 あ
きの
「
季
語

き
ご

」
と
し
て
は
「
風 か
ぜ」
や
「
虫 む
しの
音
ね

」
、
ま
た
「
月 つ
き」
な
ど
が
好 こ
のん
で
使 つ
かわ
れ
ま
す
。
 

冬 ふ
ゆの
「
季
語

き
ご

」
と
し
て
は
、
や
は
り
「
雪 ゆ
き」
や
寒 さ
むさ
に
関 か
んす
る
も
の
が
多 お
おい
よ
う
で
す
。
 

世
界

せ
か
い

で
一
番

い
ち
ば
ん

短 み
じ
かい
詩
し

で
あ
る
「
俳
句

は
い
く

」
に
は
自
然

し
ぜ
ん

の
風
物

ふ
う
ぶ
つを
愛
め

で
、
四
季

し
き

の
移 う
つろ
い
と
共 と
もに
生
い

き
て
き

た
日
本
人

に
ほ
ん
じ
ん

の
心 こ
こ
ろが
凝
縮

ぎ
ょ
う
し
ゅ
くさ
れ
て
い
ま
す
。
 

 あ
な
た
も
一
度

い
ち
ど

俳
句

は
い
く

の
本 ほ
んを
手
て

に
取
と

っ
て
、
そ
の
広
大

こ
う
だ
い無
限

む
げ
ん

の
世
界

せ
か
い

を
覗 の
ぞい
て
み
ま
せ
ん
か
。
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「
エ
フ
エ
ム
あ
ま
が
さ
き
 
外
国
語
放
送
 
日
本
語
の
泉
」
 
9
月
放
送
原
稿
 

「
俳
句
の
中
の
日
本
の
四
季
」
（
9
月
8
日
～
1
5
日
放
送
分
）
 

2
_
日
本
語
の
泉
「
俳
句
の
中
の
日
本
の
四
季
」
（
0
9
0
８
～
放
送
）

 
 

こ
れ
で
、
「
俳
句

は
い
く

の
中 な
かの
日
本

に
ほ
ん

の
四
季

し
き

」
の
話 は
な
しを
終
お

わ
り
ま
す
。
い
か
が
で
し
た
か
？
 

次
回

じ
か
い

も
、
お
楽 た
のし
み
に
。
 

 

 ※
原
稿
中
の
網
掛
け
部
分
は
日
本
語
で
網
掛
け
下
線
部
分
は
日
本
語
と
外
国
語
で
お
願
い
し
ま
す
。
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

今後も講演会、啓発映画、ラジオ放送等を通じて、外国籍市民の問題を取り上げ、多文化共生の視点に立った啓発に取り組
んで行く。

尼崎市人権教育・啓発推進基本計画

３　国籍や性にとらわれない人権の尊重

１　多文化共生の視点に立った人権の尊重

人権啓発事業（再掲）

関連する計画

人権講演会、キャンペーン、啓発映画、FM あまがさきスポット放送等を実施し、同和問題をはじめとし、外国人、女性、子ど
も、高齢者、障害のある人、その他様々な人権問題を正しく認識し、人権を尊重する感性や人権感覚が身に付くような事業展
開に努める。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

今後も講演会や啓発映画及びラジオ放送等を通じて外国籍市民の問題を取り上げ、多文化共生の視点に立っ
た啓発活動に取り組む。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

○ＦＭスポット放送
　26年12月22日（月）～28日（日）まで1日3回スポット放送　　外国人について放送した。

○人権問題啓発巡回映画会
　映画｢ヒーロー」「わたしからはじめる人権シリーズ 1.子どもの人権編 2.女性の人権編 3.障がいのある人の人権編」
　①6月2日（木）～11月28日（金）まで　②市内の公民館等（30回）　③参加者数：1019人
　

○ＦＭスポット放送
　25年11月18日（月）～24日（日）まで1日3回スポット放送　　外国人について放送した。

○人権問題啓発巡回映画会
　前期：映画｢ほんとの空」「だれにでも開かれていますか？」
　①４月４日（木）～９月１２日（木）まで　②市内の公民館等（１９回）　③参加者数：５５９人
　後期：映画「誇り　差別といじめは越えられる」「家庭の中の人権　生まれ来る子へ」
　①１１月１２日（火）から３月２５日（火）　②市内の公民館等（１９回）　③参加者数：６７４人

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1313(1111)

事業内容

達成
年度

参
考

市民協働局 人権課 事業番号 1313(1111)
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

市民協働局 人権課 事業番号 1314(1112)

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1314(1112)

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

平成２７年度以降も人権啓発推進員の会議や研修会において、外国人等を中心とした人権問題を積極的に取
り上げ、地域における市民意識の高揚を図るためのリーダーを育成していく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

○人権啓発推進員研修会　12回/年
・月に一度の研修会を通して、外国人等、人権についての学習を行った。
○人権啓発推進員会議　6回/年
・地域における人権啓発活動について協議を行った。

○人権啓発推進員研修会　12回/年
　・9/19「米軍の従軍慰安婦記念碑運動について」（講師：龍谷大学教授　李洙任　受講者10人）

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

人権啓発推進員の会議や研修会において、同和問題をはじめとし、外国人、女性、子ども、高齢者、障害のある人、その他
様々な人権問題を取り上げ、学習することで、地域における市民の人権意識の高揚を図るためのリーダーを育成する。

今後も人権啓発推進員の会議や研修会において、外国籍市民の問題を取り上げ、多文化共生の視点に立ったリーダーを育
成していく。

尼崎市人権教育・啓発推進基本計画

３　国籍や性にとらわれない人権の尊重

１　多文化共生の視点に立った人権の尊重

人権教育・啓発推進事業（再掲）

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

女性センターからの情報発信において、必要性の高いものについては、外国語での提供を進める。

・兵庫県配偶者暴力相談支援センター発行のDV防止啓発リーフレット及びカードの各言語（英語・中国語・韓国語・ポルトガル語・フ
ランス語・インドネシア語・タイ語・タガログ語・ベトナム語・スペイン語・日本語）をトレピエに設置
・市のホームページ（ＤＶ防止計画のページ）において、内閣府作成のパンフレット「配偶者からの暴力の被害者へ」の8ヶ国語外国
版サイトへのリンクを設定している。

引き続き、国や県が発行しているパンフレット等を活用し、情報提供を行っていく。

３　国籍や性にとらわれない人権の尊重

１　多文化共生の視点に立った人権の尊重

外国語での男女共同参画関連情報の提供

関連する計画

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・兵庫県配偶者暴力相談支援センター発行のDV防止啓発リーフレット及びカードの各言語（英語・中国語・韓国語・ポルトガル語・フ
ランス語・インドネシア語・タイ語・タガログ語・ベトナム語・スペイン語・日本語）をトレピエに設置
・市のホームページ（ＤＶ防止計画のページ）において、内閣府作成のパンフレット「配偶者からの暴力の被害者へ」の8ヶ国語外国
版サイトへのリンクを設定している。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

事業内容

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

引き続き、国や県が発行しているパンフレット等を活用し、情報提供を行っていく。

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

下回った

26年度

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号 1315

目標値

達成している

達成
年度

重点方針方針

1315

参
考

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

１　男女の人権の尊重と暴力の根絶

性的マイノリティへの理解を広めるため、講座又は情報提供等により啓発を進める。

【人権課】
今後、講演会、啓発映画、ラジオ放送等を通じて、性的マイノリティへの理解を広めるための啓発に取り組んで行く。

【協働・男女参画課】
毎年の講座開催は難しいので、人権課とも協力し、数年に一度セクシュアルマイノリティに関する講座の開催を検討してい
る。

事業内容

尼崎市人権教育・啓発推進基本計画

【人権課】
○ＦＭスポット放送
　25年10月21日（月）～27日（日）まで1日3回スポット放送　　性同一性障害者について放送した。

【協働・男女参画課】
女性センター情報資料室において啓発資料を収集し、閲覧、貸出。またセクシャル・マイノリティをよく知るための図書リストを作成し
館内で配布している

３　国籍や性にとらわれない人権の尊重

２　性的マイノリティに対する理解の浸透

性的マイノリティの理解のための啓発

関連する計画

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

【人権課、女性センター共催】
・「多様な性ってなんだろう？～LGBT入門～」（講師：尾辻かな子　参加者33人）
【女性センター】
・情報資料室において啓発資料を収集し、閲覧、貸出。図書リストを作成し館内で配布
【人権課】
・じんけんスタディーツアー「多様な性ってなんだろう？」～LGBT入門～を開催。（参加者：14人）
　平成26年9月6日（土）　LGBTをテーマとして講演会を行った。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○重点方針方針

1321

基本目標

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

　【トレピエ】
情報資料室にてセクシャルマイノリティに関する資料の収集、貸出、閲覧を行い、情報提供に努める
　
　【人権課】
平成２７年度以降についても、講演会や啓発映画及びラジオ放送等を通じて、性的マイノリティへの理解を広め
るための啓発活動への取組を検討する。

目標値

達成している

今後の方向性 （ＡＣＴＩＯＮ）

達成
年度

参
考

下回った

26年度

市民協働局
人権課

協働・男女参画課
事業番号 1321

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

性同一性障害者の人権擁護の観点から、申請書や証明書等の公文書について性別記載欄見直しの徹底を図る。

これまで同様に、公文書について性別記載欄の見直しを図る。

帳票登録などの機会をとおして、必要性の有無を確認し、削除しても不都合のない場合は削除するように指導を行うこととしてい
る。なお、帳票登録は2件あったが、性別記載欄を設けているものは見受けられなかった。

３　国籍や性にとらわれない人権の尊重

２　性的マイノリティに対する理解の浸透

性別表記の見直し

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

○

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

これまで同様に、公文書について性別記載欄の見直しを図る。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

帳票登録などの機会をとおして、必要性の有無を確認し、削除しても不都合のない場合は削除するように指導を行うこととしてい
る。
なお、帳票登録は3件あったが、性別記載欄を設けているものは見受けられなかった。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1322

事業内容

達成
年度

参
考

総務局 情報活用・公開担当 事業番号 1322
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

ひとり親家庭が抱える様々な悩みについて相談を受け、具体的に問題解決を図る。相談内容は、離婚前の養育費取得、離
婚の取り決め方法、生活・就労相談等である。また、ハローワーク等関係機関と連携を図りながら、母子家庭の母又は父子
家庭の父の就労等の支援を行う。

引き続き、ひとり親家庭の自立を支援するため、母子父子自立支援員によるよりきめ細やかな生活相談や就労支援に取り組
む。

尼崎次世代育成支援対策推進行動計画

４　ひとり親家庭などの福祉の増進

１　母子・父子家庭の自立と福祉の増進

母子父子自立支援員による就労等の支援（再掲）

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

引き続き、ひとり親家庭の自立を支援するため、母子父子自立支援員によるよりきめ細やかな生活相談や就
労支援に取り組む。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

ひとり親家庭の自立を支援するため、母子父子自立支援員による生活相談や就労支援を進める。
【平成26年度実績】
＜母子家庭相談受付件数＞・生活一般関係：1,629件
                                       ・児童関係：163件
                                       ・経済的支援・生活援護：2,519件  　（うち、母子貸付金関係2,270件）   合計：4,311件
＜父子家庭相談受付件数＞
                                       ・生活一般関係：23件
                                       ・児童関係：7件
                                       ・経済的支援・生活援護：12件   合計：42件

ひとり親家庭の自立を支援するため、母子自立支援員による生活相談や就労支援を進める。
【平成25年度実績】
＜母子家庭相談受付件数＞・生活一般関係：1,362件
                                       ・児童関係：137件
                                       ・経済的支援・生活援護：2,542件　（うち、母子貸付金関係2,257件）  合計：4,041件
＜父子家庭相談受付件数＞ ・生活一般関係：64件
                                        ・児童関係：17件
                                        ・経済的支援・生活援護：12件   合計：93件

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1411(1134)

事業内容

達成
年度

参
考

こども青少年局 こども家庭支援課 事業番号 1411(1134)
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

こども青少年局 こども家庭支援課 事業番号 1412

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1412

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

ひとり親家庭の自立支援のための効果的な施策として、案内のリーフレットを児童扶養手当現況届のお知らせ
に同封するなどのＰＲを行う中で、今後も継続する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

＜支給対象者＞児童扶養手当の支給を受けているか又は同様の所得水準にある者
＜事業内容＞
　１　自立支援教育訓練給付金
市が指定する教育訓練講座の受講料の20％に相当する額（10万円を限度）を修了後に支給する。
（対象講座）　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座（情報処理・コンピューター、簿記、医療、ホームヘルパー、介護
養成等）
（実績）　平成26年度：3件90,560円
　２　高等職業訓練促進給付金
看護師等の資格を取得するため、2年以上養成機関等で修業する期間中、住民税非課税世帯には月額100,000円、課税世帯には
月額70,500円を支給する。また、一時金として修業期間終了後、50,000円もしくは25,000円を課税状況により支給する。
（対象資格）　看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士
（実績）　平成26年度：26件28,513,500円

＜支給対象者＞児童扶養手当の支給を受けているか又は同様の所得水準にある者
＜事業内容＞
１　自立支援教育訓練給付金
市が指定する教育訓練講座の受講料の20％に相当する額（10万円を限度）を修了後に支給する。
（対象講座）　雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座（情報処理・コンピューター、簿記、医療、ホームヘルパー、介護
養成等）
（実績）　平成25年度：12件186,108円
２　高等職業訓練促進給付金
看護師等の資格を取得するため、2年以上養成機関等で修業する期間中、住民税非課税世帯には月額100,000円、課税世帯には
月額70,500円を支給する。また、一時金として修業期間終了後、50,000円もしくは25,000円を課税状況により支給する。
（対象資格）　看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、作業療法士
（実績）　平成25年度：28件33,088,000円

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

ひとり親家庭の就業をより効果的に促進するため、自立支援のための施策を実施する。（自立支援教育訓練給付金事業・高
等職業訓練促進給付金事業）

ひとり親家庭の自立支援のための効果的な施策として今後も継続する。
高等職業訓練促進給付金については、平成25年度入学者から父子家庭の父が対象になるとともに、支給期間に上限（2年）
が定められるなど制度が改正されていることから、引き続き対象者への周知を分かりやすく行うとともに、給付金の適正な支
給を行う。

尼崎次世代育成支援対策推進行動計画

４　ひとり親家庭などの福祉の増進

１　母子・父子家庭の自立と福祉の増進

母子家庭等自立支援給付金事業

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

指定した募集住宅について、募集戸数の３割の戸数を優先して抽選を行う。

引き続き実施する。

平成２５年度　母子・父子世帯の優先入居について
　○第１回募集
　　募集戸数（249戸）、母子・父子・若年の３割優先の募集戸数（17戸）、 母子・父子世帯の優先入居決定数（7戸）、入居率（41.2％）
　○第2回募集
　　募集戸数（238戸）、母子・父子・若年の３割優先の募集戸数（7戸）、 母子・父子世帯の優先入居決定数（2戸）、入居率（28.6％）
  ○合計
　　募集戸数（487戸）、母子・父子・若年の３割優先の募集戸数（24戸）、 母子・父子世帯の優先入居決定数（9戸）、入居率（37.5％）

４　ひとり親家庭などの福祉の増進

１　母子・父子家庭の自立と福祉の増進

市営住宅への優先入居の実施（母子・父子世帯等）

関連する計画

都市整備局 住宅管理担当 事業番号 1413

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1413

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

国の通知に基づき、一般の住宅困窮者よりも優先的に募集を行っている。

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

引き続き実施する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

平成２６年度　母子・父子世帯の優先入居について
　○第１回募集
　　募集戸数（232戸）、母子・父子・若年の３割優先の募集戸数（21戸）、 母子・父子世帯の優先入居決定数（4戸）、入居率（19％）
　○第2回募集
　　募集戸数（243戸）、母子・父子・若年の３割優先の募集戸数（23戸）、 母子・父子世帯の優先入居決定数（14戸）、入居率（61％）
  ○合計
　　募集戸数（475戸）、母子・父子・若年の３割優先の募集戸数（44戸）、 母子・父子世帯の優先入居決定数（18戸）、入居率（41％）

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。
　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。

（その他の特記事項）　↓

尼崎市次世代育成支援対策推進行動計画  【保育課】待機児童対策プログラム

【保育課】
・平成26年3月の入所児童数6,751人(公・私）
・平成26年3月の待機児童数368人（南部地域93人、北部地域275人）
・（公立）育児相談・各保育所で懇談会（個人・クラス別)、家庭訪問・園庭開放・保育体験等の機会に育児相談を適宜実施。
・乳児保育の実施。(公立8ケ所、私立53ケ所）
・一時預かり事業の実施。（私立25ケ所/延べ16,369人、公立1ケ所/延べ397人）
・延長保育の実施。（公立28ケ所、私立53ケ所の81ケ所/延べ141,328人）

【こども家庭支援課】
・市内2か所の医療機関に病児保育室を設置している。それぞれの医療機関において診療を受けたうえで、病児保育室で保育士や
看護師から保育・看護を受ける。　延べ利用者数 　平成25年度:2,123人
（実施機関）小中島診療所キッズケアハウス＜尼崎市小中島2丁目8-8＞、高原クリニック病児保育室＜尼崎市南武庫之荘1丁目
15-5＞

４　ひとり親家庭などの福祉の増進

１　母子・父子家庭の自立と福祉の増進

多様な保育サービスの充実

保育所では、通常保育、障害児保育、延長保育、休日保育、０歳児保育等を継続実施する中で、可能な範囲で保育サービスの充実を図る。また、保育所の改
築・改修を行うなど、保育環境の改善に取り組むとともに、必要に応じて定員増をするなど、待機児童の解消に努める。 最終的に公立保育所としての役割を
担う保育所では、施設整備後に0 歳児保育や一時預かりなどを実施する。また、保護者の子育てと就労の両立を支援するため、病気やその回復期の児童を
一時的に、病児・病後児保育事業実施施設において保護・看護する。

関連する計画

【保育課】
・子ども・子育て支援制度を見据え、待機児童対策プログラムに基づいて待機児童の解消を図る。
・保育所での育児相談や保育体験等を通して、子育てについての助言等を行い、家庭における子育て力を高める。
【こども家庭支援課】
保護者の子育てと就労の両立を支援する取組として継続するとともに、積極的なPRに取り組む。
現在の実施場所は2か所とも北部地域にあり、利用者の利便性の向上を図るためには、他の地域において実施施設を増や
すことが必要であり、引き続き次世代育成支援対策推進行動計画に計上している1か所の増設に向けて取り組む。

こども青少年局
保育課

こども家庭支援課
事業番号 1414(4141)

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1414(4141)

事業内容

達成
年度

参考 下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

　【保育課】
・子ども・子育て支援制度を見据え、待機児童対策プログラムに基づいて待機児童の解消を図る。
・保育所での育児相談や保育体験等を通して、子育てについての助言等を行い、家庭における子育て力を高
める。
　
　【こども家庭支援課】
・保護者の子育てと就労の両立を支援する取組として継続するとともに、積極的なPRに取り組む。
・現在の実施場所は2か所とも北部地域にあり、利用者の利便性の向上を図るためには、他の地域において実
施施設を増やすことが必要であり、引き続き次世代育成支援対策推進行動計画に計上している1か所の増設
に向けて取り組む。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

　【保育課】
・平成27年3月の入所児童数6,916人(公・私）
・平成27年3月の待機児童数139人（南部地域96人、北部地域43人）
・（公立）育児相談・各保育所で懇談会（個人・クラス別)、家庭訪問・園庭開放・保育体験等の機会に育児相談を適宜実施。
・乳児保育の実施。(公立8ケ所、私立56ケ所）
・一時預かり事業の実施。（私立25ケ所/延べ17,395人、公立1ケ所/延べ885人）
・延長保育の実施。（公立25ケ所、私立56ケ所の81ケ所/延べ150,353人）

　【こども家庭支援課】
・市内2か所の医療機関に病児保育室を設置している。それぞれの医療機関において診療を受けたうえで、病児保育室で保育士や
看護師から保育・看護を受ける。　延べ利用者数 　平成26年度:1,879人
（実施機関）小中島診療所キッズケアハウス＜尼崎市小中島2丁目8-8＞、高原クリニック病児保育室＜尼崎市南武庫之荘1丁目
15-5＞

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

母子生活支援施設で、保護を要する母子家庭の支援を図る。

引き続き、尼崎市社会福祉事業団が自ら設置・運営する母子生活支援施設において、措置された母子世帯の自立に向けた
支援を図る。

尼崎次世代育成支援対策推進行動計画

４　ひとり親家庭などの福祉の増進

２　母子家庭の自立促進のための拠点づくり

母子生活支援施設の充実

関連する計画

こども青少年局 こども家庭支援課 事業番号 1421

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1421

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

当該施設は、児童福祉法第38条「母子生活支援施設は、配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその
者の監護すべき児童を入所させて、これらの者を保護するとともに、これらの者の自立の促進のためにその生活を支援
し、あわせて退所した者について相談その他の援助を行うことを目的とする施設とする」に定められた施設である。

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

引き続き、尼崎市社会福祉事業団が自ら設置・運営する母子生活支援施設において、措置された母子世帯の
自立に向けた支援を図る。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

社会福祉法人尼崎市社会福祉事業団が市内で母子生活支援施設を運営しており、母子家庭の自立の支援を図っている。
（ＤＶ緊急一時保護0件）
平成27年3月　入所世帯数10世帯
入所者数25人

社会福祉法人尼崎市社会福祉事業団が市内で母子生活支援施設を運営しており、母子家庭の自立の支援を図っている。
（ＤＶ緊急一時保護0件）
平成26年3月　入所世帯数14世帯
入所者数36人

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

健康福祉局 障害福祉課 事業番号 1511(4151)

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1511(4151)

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

　入所施設や入院からの地域移行を推進するために必要な、夜間・休日における支援員の確保等については引き続き課
題であるため、人材確保のための処遇の改善を必要とする事業所の運営実態を踏まえた報酬単価の見直し等を講じるよ
う、引き続き国に要望していく。
　緊急  障害のある人が、必要な支援を受け、身近な地域で暮らすことができる環境づくりが求められている中、保護者の
高齢化等による親元からの自立や「親亡き後」を見据えた地域生活への支援を行っていく必要があるため,引き続き、一人
ひとりの心身の状況や利用意向なども踏まえた福祉サービス等の提供に取り組んでいく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・ホームヘルプ(延べ人数  33,584人　延べ時間　568,250時間）
・ショートステイ（延べ人数 4,486人　延べ日数 19,091日）
・一時保護（延べ人数  0人　延べ日数　宿泊  0日）
・児童発達支援（延べ人数 3,737人　延べ日数 28,781日）
・放課後デイサービス（延べ人数 6,455人　延べ日数 49,045日）
・訪問入浴　利用延べ回数　618回

夜間・休日における支援員の確保等のため処遇の改善を必要とする事業所の運営実態を踏まえた報酬単価の見直し等を講じるよ
う、国に要望した。

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

障害者が自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、福祉サービスに係る給付その他の支援を行い、安心して暮
らすことのできる地域社会の実現を図る。

障害者自立支援法の一部を改正する、いわゆる障害者総合支援法が平成２５年４月から施行されており、難病者等がサー
ビスの対象者に加えられた。今後、さらに入所施設や入院からの地域移行を推進するためには、夜間・休日における支援員
の確保や緊急時におけるバックアップ体制が課題となっている。

・ホームヘルプ(延べ人数  31,732 人　延べ時間　562,266時間）
・ショートステイ（延べ人数 4,380人　延べ日数 19,711日）
・一時保護（延べ人数  0人　延べ日数　宿泊  0日）
・児童発達支援（延べ人数 3,298人　延べ日数 26,172日）
・放課後デイサービス（延べ人数 4,457人　延べ日数 30,690日）
・訪問入浴　利用延べ回数　805回

５　障害者・高齢者福祉の充実

１　障害者・高齢者の生活自立支援

「尼崎市障害者計画・障害福祉計画」の推進

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

経済環境局 しごと支援課 事業番号 1512

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1512

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

ホームページ・市報、チラシ配布や会員の口コミによる活動で会員数を増やすとともに、育児支援等が必要な
子育て家庭を中心に、地域に根ざした積極的な事業開拓と就業機会の確保、提供を行い、女性会員の更なる
拡大を図っていく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

迅速・親切・丁寧な顧客サービスの充実に努め、チラシ配布やボランティアの実施等でPR活動を行い、家事・介護、育児等の仕事
開拓を行った結果、契約件数は前年度と比較して増加した。なお、会員数においては全体では若干の減少がみられるものの、女性
会員数については横ばいである。

・事業運営補助金　　　　２４，４００千円
・契約件数　　　　　　　　　　３０，６６７件
・会員数　　　　　　　　　　　　 ５，１３４人　　（うち女性会員数　　２，１３２人）
・女性会員の就労率　　　　　７３．６％

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

(公社)尼崎市シルバー人材センターを支援することで、高齢者の就業機会の増大と生きがいの充実を図る。

尼崎市シルバー人材センター第2次事業活性化計画に基づき、高齢者の社会参加の促進や介護予防等に資するため、「事
業開拓・普及啓発事業」等の各種事業を計画的に推進していくとともに、会員の4割を占める女性会員が資格や経験を活か
し、世代間交流や家庭教育等の補完的役割を担えるように、地域に根ざした家庭関係の仕事を積極的に開拓し、就業機会
の拡大を図っていく。

迅速・親切・丁寧な顧客サービスの充実に努め、地域に根ざした家庭関連の仕事の重点的な掘り起こしを行った結果、会員数は減
少したものの、契約件数は前年度と比較して増加した。

・事業運営補助金　　　　２４，４００千円
・契約件数　　　　　　　　　　２９，９４１件
・会員数　　　　　　　　　　　　 ５，２２２人　（うち女性会員数　２，１３７人）
・女性会員の就労率　　　　　７３．７％

５　障害者・高齢者福祉の充実

１　障害者・高齢者の生活自立支援

高齢者の雇用

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

高齢者の生きがい活動を支援するため、学習情報や高齢者自身の交流と参加の場を提供するとともに、世代間交流などの
事業を行う。

高齢者が健康で明るい生活を営むための施設として、各種の相談に応じるとともに、健康増進、教養の向上のための講座・
教室等を開催している。、今後も引き続き各施設での特長を生かし、高齢者が地域の中で生きがいや健康づくり、介護予防
に取り組んでいけるよう対応していく。

１　総合老人福祉センター　（休館日　日曜・年末年始・祝日）
　　【利用目的】　看護師による健康相談、生活相談栄養相談講座・教室・体操(介護予防等）など
　　【開館時間】　9：00～17：30　　　　　　　　　 　　　　　　入館者数　延べ48,524人

２　老人福祉センター（鶴の巣園・千代木園・福喜園・和楽園）
　 【利用目的】　　入浴、囲碁、将棋、体操（介護予防等）、講座、教室など
   【開館時間】　　9：00～17：30
 　　 ①鶴の巣園　（休館日　水曜・年末年始・祝日）　　入館者数　延べ86,072人
　　　②千代木園　（休館日　月曜・年末年始・祝日）　　入館者数　延べ60,301人
　　　③福喜園　　 （休館日　金曜・年末年始・祝日）　　入館者数　延べ83,333人
　　　④和楽園　　 （休館日　木曜・年末年始・祝日）　　入館者数　延べ62,956人

５　障害者・高齢者福祉の充実

１　障害者・高齢者の生活自立支援

老人福祉センター事業

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

高齢者の生きがいづくりや仲間づくりなど、日常生活の充実を図るため、健康相談や教養学習を実施してい
る。
今後は介護予防に力を入れつつ、引き続き高齢者の憩いの場として気軽に利用できるよう、より良い運営を目
指す。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

１　総合老人福祉センター　（休館日　日曜・年末年始・祝日）
　　【利用目的】　看護師による健康相談、生活相談栄養相談講座・教室・体操(介護予防等）など
　　【開館時間】　9：00～17：30　　　　　　　　　 　　　　　　入館者数　延べ45,834人

２　老人福祉センター（鶴の巣園・千代木園・福喜園・和楽園）
　 【利用目的】　　入浴、囲碁、将棋、体操（介護予防等）、講座、教室など
   【開館時間】　　9：00～17：30
 　　 ①鶴の巣園　（休館日　水曜・年末年始・祝日）　　入館者数　延べ90,759人
　　　②千代木園　（休館日　月曜・年末年始・祝日）　　入館者数　延べ57,660人
　　　③福喜園　　 （休館日　金曜・年末年始・祝日）　　入館者数　延べ88,846人
　　　④和楽園　　 （休館日　木曜・年末年始・祝日）　　入館者数　延べ63,810人

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1513

事業内容

達成
年度

参
考

健康福祉局 高齢介護課 事業番号 1513
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

健康福祉局 生活支援相談課 事業番号 1514

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1514

事業内容

達成
年度

参
考

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

（ＡＣＴＩＯＮ）

成年後見等支援センターの活動と連携するなかで、市による申立を行うだけでなく、親族や本人を支援するな
ど多様な支援をめざしていく

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

支援件数　　42件（内訳：市長申立19件、報酬等費用助成23件）

支援件数　　46件（内訳：市長申立30件、報酬等費用助成16件）

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

認知症高齢者や知的障害者など判断能力が不十分で親族の申立者がいない場合に、成年後見制度を利用するための市長
申立を行う。

今年度より成年後見等にかかる支援を行うセンターを委託開設し、同センターにてこれまでの市民後見推進事業等を継続し
て行いながら、さらに市民や相談事業者に対する支援を強化していくこととしている。本事業による市長申立等についてもそ
れらと連携して進めていくものとする

尼崎市障害者計画・障害福祉計画,あまがさきし地域福祉計画,尼崎市男女共同参画計画

５　障害者・高齢者福祉の充実

１　障害者・高齢者の生活自立支援

成年後見制度利用支援事業

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

相談件数は昨年度と比べて減ったが、身体状況によっては、住宅改造を急ぐ場合もあり、臨機応変な対応を心
がけている。
今後とも住まいの改良相談チーム（福祉関係職員(介護福祉士等)・作業療法士・建築士）のそれぞれの専門分
野で、より迅速及び的確な対応をしていく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

要介護・要支援の認定を受けている高齢者の日常生活を支援するため、その身体状況に応じた住宅改造を行う場合に、住まいの
改良相談チームを設置し、その相談及び助言を行う。
１　チームの業務
　　住宅改造マニュアルの作成、相談、助言、改造の設計、他の関連サービスとの調整、
　　関係機関との連絡調整、アフターケア
２　チームの構成
　　福祉関係職員（介護福祉士等）、作業療法士、建築士
○26年度申請申請受理数（高齢者のみ）（世帯数）　79件

目標・実績

男女共同参画の視点ではなく、介護や援助の必要な高齢者や障害者が安心して在宅生活を送れるよう世帯
を対象とした住まいの改造を行うものであるため。

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２７年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1521

事業内容

達成
年度

参
考

健康福祉局 高齢介護課 事業番号 1521

障害者、高齢者が住み慣れた家で安心して生活でき、家族の介護負担が軽減されるように、福祉関係職員（介護福祉士
等）・作業療法士・建築士等による住宅改造の指導ならびに助成、生活機器の利用指導を行う。

相談件数は昨年度と比べて減ったが、身体状況によっては、住宅改造を急ぐ場合もあり、臨機応変な対応を心がけている。
今後とも住まいの改良相談チーム（福祉関係職員（介護福祉士等）・作業療法士・建築士）のそれぞれの専門分野で、より迅
速及び的確な対応をしていく。

要介護・要支援の認定を受けている高齢者の日常生活を支援するため、その身体状況に応じた住宅改造を行う場合に、住まいの
改良相談チームを設置し、その相談及び助言を行う。
１　チームの業務
　　住宅改造マニュアルの作成、相談、助言、改造の設計、他の関連サービスとの調整、
　　関係機関との連絡調整、アフターケア
２　チームの構成
　　福祉関係職員（介護福祉士等）、作業療法士、建築士
○25年度申請申請受理数（高齢者のみ）（世帯数）　87件

５　障害者・高齢者福祉の充実

２　障害者・高齢者の在宅生活継続の支援

住宅改造支援

関連する計画
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

高齢者、脳卒中後遺症患者、難病患者、在宅寝たきり者が住み慣れた地域で在宅で暮らすことを実現するため、患者本人や
家族の精神的、身体的負担の軽減を図る支援を行う。

平成26年5月30日に「難病の患者に対する医療等に関する法律」が公布され、平成27年1月1日より施行されることとなってい
る。当該法律の施行によって、特定疾患の補助対象疾患が現在の56疾患から300疾患に拡大し、受給対象者も2倍近くに増
加するものと試算されている。そのため、新たに対象となる者に対して、制度の周知を徹底するとともに、相談対応件数の増
加、相談内容の多様化が想定されることから、難病団体とも連携を図り、新たな支援体制の構築を検討する。

尼崎市地域保健医療計画「地域いきいき健康プランあまがさき」

５　障害者・高齢者福祉の充実

２　障害者・高齢者の在宅生活継続の支援

リハビリ訓練指導・学級、難病相談事業

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

　平成27年1月に、難病の患者に対する医療等に関する法律が実施され、従来の56疾病から110疾病に対象疾
病が拡大した。さらに、平成27年7月には196疾病が対象疾病として追加される予定であることから、今後も相談
件数の増加が予想される。
　また、疾病の拡大に伴い、相談内容の多様化も想定されることから、行政機関だけによる相談だけではなく、
難病団体との連携を図り、当事者による視点など、多様な視点で支援が行えるような体制づくりを検討する。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

　【リハビリテーション事業】
尼崎市立身体障害者福祉センター（指定管理者：尼崎市社会福祉事業団）に委託して実施している。
（1）対象者：　医療によるリハビリを終了しても継続してリハビリを行う必要がある者
　　　　　　　　　（介護保険等、リハビリテーションサービスを受けている者を除く）
（2）内容：問診、血圧測定、グループ体操や保健師等による相談・指導（適宜）及び医師の診察（年数回）
　　　　　　（日常生活に必要な動作・各関節の運動・ストレッチ・筋力、バランス力の維持、向上）
　　　　　　・ヨガ　月1回　　・日常生活動作評価及び体力測定　年2回　　・健康講座　年1回
（3）回数：原則として週1回（月4回）
（4）実施場所：尼崎市立身体障害者福祉センター　体育室等　（5）参加者数　1,715人（延べ）
　【難病相談事業】
難病患者の抱える不安や療養及び日常生活相談等に対し、相談、交流会等を実施し、身体的・精神的負担の軽減を図り、難病患者やその家族の
支援体制づくりを行う。尼崎市難病団体連絡協議会に委託して実施している。26年度は、患者にとって関心の高いIPS細胞に関する講演会を実施
し、参加者の増加につながった。
・難病講演会及び相談会、患者と家族のための講演交流会
　　13団体　参加者数　310人

　【リハビリテーション事業】
尼崎市立身体障害者福祉センター（指定管理者：尼崎市社会福祉事業団）に委託して実施している。
（1）対象者：　医療によるリハビリを終了しても継続してリハビリを行う必要がある者
　　　　　　　　　（介護保険等、リハビリテーションサービスを受けている者を除く）
（2）内容：問診、血圧測定、グループ体操や保健師等による相談・指導（適宜）及び医師の診察（年数回）
　　　　　　（日常生活に必要な動作・各関節の運動・ストレッチ・筋力、バランス力の維持、向上）
　　　　　　・ヨガ　月1回　　・日常生活動作評価及び体力測定　年2回　　・健康講座　年1回
（3）回数：原則として週1回（月4回）
（4）実施場所：尼崎市立身体障害者福祉センター　体育室等　（5）参加者数　1,709人（延べ）
　【難病相談事業】
難病患者の抱える不安や療養及び日常生活相談等に対し、相談、交流会等を実施し、身体的・精神的負担の軽減を図り、難病患者やその家族の
支援体制づくりを行う。尼崎市難病団体連絡協議会に委託して実施している。
（1）難病講演会及び相談会
　　13団体　参加者数　258人
（2）難病患者とその家族のための講演交流会
　　参加者数　60人

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1522

事業内容

達成
年度

参
考

健康福祉局
健康増進課
保健センター

事業番号 1522
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

地域の高齢者等の実態把握、介護以外の生活支援サービスとの調整、虐待の早期発見など制度横断的な支援を行う。

地域包括支援センターでは、今後とも保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーの ３職種それぞれの専門性を生かしたより
迅速かつ的確な対応の強化・平準化に向け対応していく。

高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画

５　障害者・高齢者福祉の充実

２　障害者・高齢者の在宅生活継続の支援

高齢者等の総合相談・支援事業、権利擁護事業

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

・地域包括支援センターでは、高齢者総合相談窓口として、今後とも保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャー
の ３職種それぞれの専門性を生かしたより迅速かつ的確な対応の強化・平準化に向け対応していく。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・地域において包括的に高齢者を支援する拠点として、地域包括支援センターを市内に12カ所設置している。
・地域包括支援センターでは、保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーの専門職が、総合相談、介護予防ケアマネジメント、包括
的・継続的ケアマネジメントを実施している。

・地域において包括的に高齢者を支援する拠点として、地域包括支援センターを市内に12カ所設置している。
・地域包括支援センターでは、保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーの専門職が、総合相談、介護予防ケアマネジメント、包括
的・継続的ケアマネジメントを実施している。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1523

事業内容

達成
年度

参
考

健康福祉局 包括支援担当 事業番号 1523
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局 課

　事業の企画・立案・実施にあたり、男女共同参画の視点を取り入れているか。

　固定的な性別役割分担にとらわれずに実施したか。

　対象者として男女双方を想定したか。また、双方にとって利用・参加しやすいよう配慮したか。

　文章の表現・イラストについて男女共同参画に配慮しているか。
（その他の特記事項）　↓

男女共同参画についての国際理解を深め、市民活動に生かす支援として、諸外国の男女共同参画に関する情報を収集・提
供する。

男女共同参画についての国際理解を深める講座の開催や図書等の収集を引き続き進める。

・男女共同参画の講座の中で、諸外国の男女共同参画に関する情報を提供した。
・情報資料室において啓発資料を収集し、閲覧、貸出

６　国際的連帯の推進

１　男女共同参画に関する国際的な情報の収集・提供

諸外国の情報収集、提供

関連する計画

平成２６年度【第２次尼崎市男女共同参画計画】　実施状況調査票

事業番号/
事業名

施策の方向

事業概要 （ＰＬＡＮ）

基本目標 １　男女の人権の尊重と暴力の根絶

（ＡＣＴＩＯＮ）

男女共同参画についての国際理解を深める講座の開催や図書等の収集を引き続き進める。

実施内容 （ＤＯ）

２６
年度

・男女共同参画の講座の中で、諸外国の男女共同参画に関する情報を提供した。
・情報資料室において啓発資料を収集し、閲覧、貸出
・男女共同参画推進員（市民）企画イベントとして、教育を受けることが当たり前でない国で、挑戦し続ける少女たちの映画「Ｇｉｒｌｓ
Rising」を上映した。

目標・実績

実施できた
項目に
　

を入れてく
ださい

目標項目

（ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画の視点で事業を実施できたか評価１

前年

２５
年度

評価２ （ＣＨＥＣＫ）　数値目標

評価３ （ＣＨＥＣＫ）　男女共同参画審議会による指摘内容

実績の評価

年
度

25年度

下回った

26年度

男女共同参画審議会による指摘に対する対応等について

目標値

達成している

今後の方向性

（ＰＬＡＮ）

２６年度に
向けた
方向性

重点方針方針

1611

事業内容

達成
年度

参
考

市民協働局 協働・男女参画課 事業番号 1611
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